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　国重要無形民俗文化財「根子番楽」の特別公演が、
６月11日に阿仁根子の番楽伝承館で行われ、根子番
楽保存会（佐藤昭夫会長）が勇壮な舞を披露し、約200
人の観衆を魅了しました。番楽の中で最も上演される
「信夫太郎」は、高舘合戦での佐藤嗣信の最後を表現
したもので、迫真の演技に観衆から大きな拍手が送ら
れていました。定期公演は８月14日に行われます。～根子番楽特別公演～～根子番楽特別公演～

詰めかけた観衆魅了詰めかけた観衆魅了詰めかけた観衆魅了詰めかけた観衆魅了
勇壮活発な武士舞で勇壮活発な武士舞で勇壮活発な武士舞で勇壮活発な武士舞で

し の ぶ た ろ う
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施政方針施政方針～人口減少時代への挑戦～人口減少時代への挑戦

平成 29年度平成 29年度

▽
市
街
地
循
環
バ
ス
は
、
引
き
続
き
半
年

間
の
実
証
運
行
を
実
施
し
、
本
格
運
行

に
向
け
た
検
証
を
進
め
る
。

▽
大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
は
、
運
賃

助
成
等
に
よ
り
、
利
用
者
増
に
努
め
る
。

▽
経
常
損
失
額
２
億
円
以
内
の
目
標
達
成

に
向
け
、
支
援
団
体
や
沿
線
自
治
会
等

と
の
連
携
を
強
化
し
、
利
用
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

▽
保
育
園
の
ふ
る
さ
と
教
育
補
助
及
び
高

校
生
通
学
定
期
券
補
助
、
貸
切
車
両
の

補
助
を
実
施
し
、
利
用
促
進
を
図
る
。

▽
新
た
に
観
光
拠
点
と
し
て
、
阿
仁
合
駅

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
む
。

▽
財
政
運
営
は
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
事
務
事
業
の
精
査
や
経
費
節
減
な

ど
に
よ
り
健
全
財
政
の
維
持
を
図
る
。

▽
旧
中
央
公
民
館
は
、
耐
震
補
強
と
改
修

工
事
の
上
、
庁
舎
と
し
て
利
活
用
す
る
。

▽
来
庁
さ
れ
る
市
民
が
快
適
か
つ
円
滑
に

に
手
続
等
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
目
線

に
立
ち
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
窓
口
カ
ウ

ン
タ
ー
の
改
善
に
努
め
る
。

▽
地
籍
調
査
事
業
は
、
再
開
し
た
鷹
巣
地

区
の
調
査
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

▽
市
民
税
と
固
定
資
産
税
は
、
増
収
を
見

込
み
つ
つ
、
適
正
で
公
平
な
賦
課
及
び

徴
収
に
努
め
る
。

　
各
課
の
主
な
施
策
と
事
業
等

　
　
　※

年
度
の
元
号
は
す
べ
て
平
成

▽
人
事
評
価
制
度
の
公
正
性
、
客
観
性
、

納
得
性
を
確
保
し
、
よ
り
高
い
能
力
を

持
っ
た
職
員
の
育
成
に
努
め
る
。

▽
２
８
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
デ
ジ
タ
ル
同
報
無

線
を
導
入
し
て
、
災
害
時
に
市
民
へ
の

情
報
伝
達
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
。

▽
空
家
対
策
は
、
所
有
者
の
適
切
な
管
理

の
促
進
や
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
制

度
の
利
活
用
に
努
め
る
。

▽
北
秋
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
及
び
第
２
次
北
秋
田
市
総
合

計
画
は
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

指
標
の
達
成
に
向
け
、
検
証
を
踏
ま
え
、

各
施
策
・
事
業
の
推
進
を
図
る
。

▽
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
配
置
し
、
き
め
細
か

い
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

▽
移
住
定
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
、
移
住
体
験
を
通
年
で
受
け
入

れ
る
ほ
か
、
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。

▽
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
大
使
制
度
を

創
設
し
、
各
分
野
で
積
極
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
、
市
の
知
名
度
向
上
を
図
る
。

▽
経
済
的
に
結
婚
に
踏
み
出
せ
な
い
方
を

対
象
に
、
居
住
費
等
の
助
成
を
行
う
新

婚
生
活
等
支
援
事
業
を
創
設
す
る
。

▽
し
尿
処
理
施
設
は
、
32
年
度
の
新
施
設

稼
働
を
目
指
す
。

▽
市
民
が
安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
交
通
安
全
や
防
犯
の
環
境
整

備
に
努
め
る
。

▽
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
解
決

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

▽
福
祉
医
療
は
、
高
校
生
ま
で
の
助
成
拡

大
を
目
標
に
、
実
施
に
向
け
た
課
題
に

取
り
組
む
。

▽
30
年
度
か
ら
県
と
市
が
保
険
者
と
な
る

国
民
健
康
保
険
は
、
今
後
の
状
況
を
見

極
め
、
適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

▽
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
福
祉
計

画
の
年
度
内
の
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
30
年
度
か
ら
の
第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
保
育
の
質
向
上
の
た
め
、
施
設
整
備
や

人
材
確
保
を
進
め
、
公
立
保
育
園
の
民

営
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

▽
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
を
開
催
す
る
。

▽
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
、
地
元
へ
の
就
職
支
援
と
介

護
職
の
人
材
確
保
に
努
め
る
。

▽
が
ん
患
者
補
正
具
購
入
費
助
成
金
の
周

知
に
努
め
、
患
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

▽
不
妊
治
療
費
及
び
不
育
症
治
療
費
の
助

成
を
継
続
し
、
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す

る
と
と
も
に
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

▽
市
民
病
院
の
体
制
強
化
と
地
域
医
療
を

支
え
る
開
業
医
や
診
療
所
と
連
携
し
、

医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

▽
市
民
病
院
に
緩
和
ケ
ア
外
来
を
開
設
し
、

地
域
が
ん
診
療
病
院
の
指
定
を
目
指
し
、

診
療
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
。

▽
大
規
模
な
園
芸
団
地
の
整
備
は
、
国
・

県
の
事
業
に
対
し
独
自
支
援
を
行
い
、

え
だ
ま
め
・
キ
ュ
ウ
リ
等
の
生
産
拡
大

を
図
る
ほ
か
、
秋
田
の
し
い
た
け
生
産

施
設
整
備
事
業
を
活
用
し
、
菌
床
し
い

た
け
の
生
産
拡
大
を
進
め
る
。

▽
市
営
牧
場
を
活
用
し
た
、
和
牛
繁
殖
経

営
の
安
定
化
を
目
指
す
ほ
か
、
酪
農
や

比
内
地
鶏
の
振
興
を
進
め
る
。

▽
慶
祝
森
林
自
然
公
園
は
、
小
中
学
生
に

対
す
る
森
林
環
境
教
育
や
木
育
を
通
じ
、

森
林
環
境
の
知
識
と
理
解
深
め
る
場
と

し
て
整
備
す
る
。

　
財
政
課

　
財
政
課

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
総
務
課

　
総
務
課

　
総
合
政
策
課

　
総
合
政
策
課

　
税
務
課

　
税
務
課

　北秋田市議会６月定例会において、津谷市長が平成
29年度における主な施策と事業について説明しました。
　この中で津谷市長は「今後の市政運営の指標として
『人口減少時代への挑戦』を掲げ「産業振興による仕事
づくりと働く場の確保」「移住・定住対策」「少子化対策・
子育て支援」「新たな地域社会の形成・子どもから高齢
者まで安心して暮らせるまち」「高齢者にも優しい医療
と福祉の充実」「市民ファーストの推進」「安心・安全
で快適な暮らしやすい環境の整備」の７つを重点項目
に据えて事業を進めていく。北秋田市の10年後、20年後、
50年後の将来を見据えた基盤を作り上げ、地方創生の
実現に向けスピード感をもってあたる１年とする」な
どと方向性を示しました。

　各課の主な施策と事業をお知らせします。
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▽
市
街
地
循
環
バ
ス
は
、
引
き
続
き
半
年

間
の
実
証
運
行
を
実
施
し
、
本
格
運
行

に
向
け
た
検
証
を
進
め
る
。

▽
大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
は
、
運
賃

助
成
等
に
よ
り
、
利
用
者
増
に
努
め
る
。

▽
経
常
損
失
額
２
億
円
以
内
の
目
標
達
成

に
向
け
、
支
援
団
体
や
沿
線
自
治
会
等

と
の
連
携
を
強
化
し
、
利
用
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

▽
保
育
園
の
ふ
る
さ
と
教
育
補
助
及
び
高

校
生
通
学
定
期
券
補
助
、
貸
切
車
両
の

補
助
を
実
施
し
、
利
用
促
進
を
図
る
。

▽
新
た
に
観
光
拠
点
と
し
て
、
阿
仁
合
駅

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
む
。

▽
財
政
運
営
は
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
事
務
事
業
の
精
査
や
経
費
節
減
な

ど
に
よ
り
健
全
財
政
の
維
持
を
図
る
。

▽
旧
中
央
公
民
館
は
、
耐
震
補
強
と
改
修

工
事
の
上
、
庁
舎
と
し
て
利
活
用
す
る
。

▽
来
庁
さ
れ
る
市
民
が
快
適
か
つ
円
滑
に

に
手
続
等
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
目
線

に
立
ち
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
窓
口
カ
ウ

ン
タ
ー
の
改
善
に
努
め
る
。

▽
地
籍
調
査
事
業
は
、
再
開
し
た
鷹
巣
地

区
の
調
査
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

▽
市
民
税
と
固
定
資
産
税
は
、
増
収
を
見

込
み
つ
つ
、
適
正
で
公
平
な
賦
課
及
び

徴
収
に
努
め
る
。

　
各
課
の
主
な
施
策
と
事
業
等

　
　
　※

年
度
の
元
号
は
す
べ
て
平
成

▽
人
事
評
価
制
度
の
公
正
性
、
客
観
性
、

納
得
性
を
確
保
し
、
よ
り
高
い
能
力
を

持
っ
た
職
員
の
育
成
に
努
め
る
。

▽
２
８
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
デ
ジ
タ
ル
同
報
無

線
を
導
入
し
て
、
災
害
時
に
市
民
へ
の

情
報
伝
達
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
。

▽
空
家
対
策
は
、
所
有
者
の
適
切
な
管
理

の
促
進
や
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
制

度
の
利
活
用
に
努
め
る
。

▽
北
秋
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
及
び
第
２
次
北
秋
田
市
総
合

計
画
は
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

指
標
の
達
成
に
向
け
、
検
証
を
踏
ま
え
、

各
施
策
・
事
業
の
推
進
を
図
る
。

▽
移
住
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
配
置
し
、
き
め
細
か

い
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

▽
移
住
定
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
、
移
住
体
験
を
通
年
で
受
け
入

れ
る
ほ
か
、
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。

▽
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
大
使
制
度
を

創
設
し
、
各
分
野
で
積
極
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
、
市
の
知
名
度
向
上
を
図
る
。

▽
経
済
的
に
結
婚
に
踏
み
出
せ
な
い
方
を

対
象
に
、
居
住
費
等
の
助
成
を
行
う
新

婚
生
活
等
支
援
事
業
を
創
設
す
る
。

▽
し
尿
処
理
施
設
は
、
32
年
度
の
新
施
設

稼
働
を
目
指
す
。

▽
市
民
が
安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
交
通
安
全
や
防
犯
の
環
境
整

備
に
努
め
る
。

▽
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
解
決

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

▽
福
祉
医
療
は
、
高
校
生
ま
で
の
助
成
拡

大
を
目
標
に
、
実
施
に
向
け
た
課
題
に

取
り
組
む
。

▽
30
年
度
か
ら
県
と
市
が
保
険
者
と
な
る

国
民
健
康
保
険
は
、
今
後
の
状
況
を
見

極
め
、
適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

▽
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
福
祉
計

画
の
年
度
内
の
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
30
年
度
か
ら
の
第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
保
育
の
質
向
上
の
た
め
、
施
設
整
備
や

人
材
確
保
を
進
め
、
公
立
保
育
園
の
民

営
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

▽
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
を
開
催
す
る
。

▽
来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
、
地
元
へ
の
就
職
支
援
と
介

護
職
の
人
材
確
保
に
努
め
る
。

▽
が
ん
患
者
補
正
具
購
入
費
助
成
金
の
周

知
に
努
め
、
患
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

▽
不
妊
治
療
費
及
び
不
育
症
治
療
費
の
助

成
を
継
続
し
、
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す

る
と
と
も
に
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

▽
市
民
病
院
の
体
制
強
化
と
地
域
医
療
を

支
え
る
開
業
医
や
診
療
所
と
連
携
し
、

医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

▽
市
民
病
院
に
緩
和
ケ
ア
外
来
を
開
設
し
、

地
域
が
ん
診
療
病
院
の
指
定
を
目
指
し
、

診
療
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
。

▽
大
規
模
な
園
芸
団
地
の
整
備
は
、
国
・

県
の
事
業
に
対
し
独
自
支
援
を
行
い
、

え
だ
ま
め
・
キ
ュ
ウ
リ
等
の
生
産
拡
大

を
図
る
ほ
か
、
秋
田
の
し
い
た
け
生
産

施
設
整
備
事
業
を
活
用
し
、
菌
床
し
い

た
け
の
生
産
拡
大
を
進
め
る
。

▽
市
営
牧
場
を
活
用
し
た
、
和
牛
繁
殖
経

営
の
安
定
化
を
目
指
す
ほ
か
、
酪
農
や

比
内
地
鶏
の
振
興
を
進
め
る
。

▽
慶
祝
森
林
自
然
公
園
は
、
小
中
学
生
に

対
す
る
森
林
環
境
教
育
や
木
育
を
通
じ
、

森
林
環
境
の
知
識
と
理
解
深
め
る
場
と

し
て
整
備
す
る
。

　
市
民
課

　
市
民
課

　
福
祉
課

　
福
祉
課

　
生
活
課

　
生
活
課

　
医
療
健
康
課

　
医
療
健
康
課

　
農
林
課

　
農
林
課

　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
福
祉
課

◎主な取り組み
〇「産地パワーアップ事業」や「園芸メガ団地整備事
業」に独自支援し、野菜等の生産額を飛躍的に増大
〇「秋田のしいたけ生産施設整備事業」を活用した、
菌床しいたけの生産拡大
〇森吉山が観光振興の牽引役となるよう、継続して
誘客に努め、日本３大樹氷の情報発信を強化
〇クウィンス森吉の簡易宿泊所整備
〇マタギの湯のどぶろく工房整備

〇阿仁合駅のリニューアルで新たな観光拠点に

〇新規起業者を支援する制度の充実に努め、
安定した雇用の確保を推進
〇利子補給制度を継続し、企業の安定化を図
り、地域経済を活性化

◎主な取り組み
〇ふるさとＰＲ大使を任命し、積極的な情報発信
〇移住体験ツアーで北秋田
　市をＰＲ
〇阿仁地区に移住定住ネッ
　トワークセンターを整備

〇移住サポーターを養成し、仕事とマッチング
〇地域おこし協力隊員を配置
〇奨学金返還支援制度で、若者の定住を支援
〇移住者住宅支援事業の助成金限度額を拡充
〇空き家バンク制度の周知徹底

１１重点項目重点項目 産業振興による仕事づくりと働く場の確保

２２重点項目重点項目 移住・定住対策

←新たに観光拠点と
してリニューアルさ
れる阿仁合駅

↑移住定住ネットワークセン
　ターを整備

平成29年度 施政方針
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▽
あ
き
た
北
空
港
IC（
仮
称
）〜
鷹
巣
IC
間

が
開
通
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

鷹
巣
西
道
路
、
二
ツ
井
今
泉
道
路
も
早

期
開
通
に
向
け
て
要
望
活
動
に
努
め
る
。

▽
南
鷹
巣
団
地
建
替
え
事
業
は
、
引
き
続

き
計
画
的
な
建
替
え
を
実
施
す
る
。

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に
よ
り
、

市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
。

▽
移
住
者
住
宅
支
援
事
業
は
、
子
育
て
世

帯
の
区
分
を
創
設
し
、
助
成
金
限
度
額

を
拡
充
し
て
推
進
す
る
。

▽
安
心・安
全・快
適
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
事
業
等

活
用
し
、
定
期
点
検
及
び
計
画
的
な
対

策
を
図
る
。

▽
坊
沢
大
橋
の
老
朽
化
対
策
は
、
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
34
年
度
の
完
成
を

目
標
に
、
集
中
的
に
対
策
を
講
じ
る
。

▽
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪
機
械
を
更
新
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

き
め
細
か
な
除
排
雪
を
実
施
す
る
。

▽
30
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
森
吉
・
合
川

上
水
道
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
目
指

し
、
会
計
制
度
の
移
行
に
取
り
組
む
。

▽
新
鷹
巣
浄
水
場
は
、
32
年
度
の
完
成
を

目
指
し
実
施
設
計
業
務
に
取
り
組
む
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
健
康
で

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
各
種
の

整
備
を
推
進
す
る
。

▽
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
災
害
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
資
源
を
有
効
活

用
し
、
市
民
の
安
全
確
保
を
図
る
。

▽
救
急
車（
森
吉
分
署
）及
び
防
火
指
導
車

を
更
新
し
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る

な
ど
、
救
急
体
制
の
強
化
を
図
る
。

▽
各
分
団
と
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
消
防

団
員
の
確
保
は
、
住
民
が
協
力
し
て
災

害
に
備
え
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
訴
え
、

若
者
の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

▽「
北
秋
田
市
小
中
学
校
適
正
規
模
・
配
置

再
編
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
老
朽
化
し

た
校
舎
・
設
備
へ
の
対
応
に
努
め
る
。

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
と
学
校
が
連
絡
を
密
に

し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
。

▽
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
対
応
と
、
長
期
及
び
短

期
の
教
育
留
学
を
県
と
連
携
し
て
進
め
、

本
市
の
特
徴
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

▽
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
目
が
行
き
届
く
、

き
め
細
か
な
指
導
の
実
践
を
通
し
、
確

か
な
学
力
の
定
着
を
図
る
。

▽
地
域
と
の
交
流
の
機
会
を
拡
充
し
、
将

来
、
地
域
を
支
え
て
い
こ
う
と
す
る
自

覚
と
高
い
志
を
も
っ
た
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
す
。

▽
教
師
の
事
務
負
担
を
軽
減
す
る
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
教
師
が
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
を
生
み
だ
し
、
教

育
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

▽
地
域
で
家
庭
教
育
を
応
援
す
る
た
め
、

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
事
業
を
実
施
す

る
。
今
年
度
は
、
支
援
員
と
し
て
地
域

人
材
を
養
成
し
て
体
制
を
整
え
る
。

▽
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
市

民
に
愛
さ
れ
る
集
い
の
場
の
拠
点
と
し

て
、憩
い
・
交
流
・
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

市
民
と
の
協
働
活
動
を
図
る
。

▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
積
極

的
に
広
報
し
、
国
内
外
に
縄
文
遺
跡
の

価
値
を
発
信
す
る
。

▽
市
の
宿
泊
施
設
及
び
体
育
施
設
等
を
利

用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
等
の
合

宿
を
行
う
団
体
に
、
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
、
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
等

誘
致
促
進
事
業
を
実
施
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
。

▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
は
、

30
年
度
の
開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
会
の
継
続
に
向
け
実
行
委
員
会
と
情

報
共
有
を
図
り
、
支
援
し
て
い
く
。

　
各
課
の
主
な
施
策
と
事
業
等

　
　
　※

年
度
の
元
号
は
す
べ
て
平
成

▽
既
存
企
業
の
事
業
拡
大
や
人
材
育
成
な

ど
の
支
援
継
続
と
、
新
規
起
業
者
へ
の

支
援
制
度
の
充
実
を
図
る
。

▽
利
子
補
給
制
度
を
継
続
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

▽
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
情
報
の
提
供

及
び
新
規
出
店
者
へ
開
業
支
援
を
行
い
、

空
き
店
舗
の
解
消
を
図
り
、
定
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
商
店
街
の

活
性
化
を
支
援
す
る
。

▽
日
本
三
大
樹
氷
の
共
同
宣
言
を
し
た
森

吉
山
の
樹
氷
は
、
台
湾
を
中
心
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
好
調
で
、
さ
ら
に
映
像
素

材
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
る
。

▽
安
の
滝
な
ど
の
受
入
環
境
の
整
備
に
取

り
組
む
。

▽
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
の
簡
易
宿
泊
所
の
整

備
や
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
の
ど
ぶ
ろ

く
工
房
の
整
備
と
い
っ
た
施
設
の
多
機

能
化
や
機
能
強
化
を
講
じ
、
魅
力
的
か

つ
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
。

▽
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
は
じ
め
、
様
々
な
関
係
機
関
と

連
携
し
、
県
外
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど

の
遠
隔
地
か
ら
域
内
へ
の
誘
客
を
図
り
、

域
内
の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

生
か
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　
商
工
観
光
課

　
商
工
観
光
課

　
上
下
水
道
課

　
上
下
水
道
課

　
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
課

　
建
設
課

　
建
設
課

◎主な取り組み
〇市民ふれあいプラザを拠点に憩い・交流・
賑わいを創出
〇将来まで持続可能な公共交通体系を構築
〇自主防災組織の育成と活動支援
〇地域の実情に即したきめ細かな除排雪
〇消防資源を最大限に有効活用し、市民の
安全を確保

◎主な取り組み
〇結婚新生活支援事業補助金の創設
〇あきた結婚支援センターの登録料助成
〇不妊治療費及び不育症治療費の助成
〇母子の健康を守るため、妊娠期から産後
の妊婦健診と母乳育児相談への対応

〇乳幼児から中学生までの医療費無料化
〇保育施設整備や人材確保で保育の質向上
〇公立保育園の民営化を検討
〇「食育の充実」「地産地消」「食文化の伝承」
の普及啓発

〇小中学校適正規模・配置再編プランに基
づき、老朽化した学校施設・設備に対応

〇一人一人の子どもに目が行き届く、きめ
細かな指導を実践し、確かな学力を定着

市民ふれあいプラザ１周年
記念事業に多くの市民

３３重点項目重点項目

少子化対策・子育て支援
４４重点項目重点項目

新たな地域社会の形成・
　子どもから高齢者まで
　　安心して暮らせるまち

→

自主防災組織（下新町自治
会）の火災想定訓練

→
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▽
あ
き
た
北
空
港
IC（
仮
称
）〜
鷹
巣
IC
間

が
開
通
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

鷹
巣
西
道
路
、
二
ツ
井
今
泉
道
路
も
早

期
開
通
に
向
け
て
要
望
活
動
に
努
め
る
。

▽
南
鷹
巣
団
地
建
替
え
事
業
は
、
引
き
続

き
計
画
的
な
建
替
え
を
実
施
す
る
。

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に
よ
り
、

市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
。

▽
移
住
者
住
宅
支
援
事
業
は
、
子
育
て
世

帯
の
区
分
を
創
設
し
、
助
成
金
限
度
額

を
拡
充
し
て
推
進
す
る
。

▽
安
心・安
全・快
適
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
事
業
等

活
用
し
、
定
期
点
検
及
び
計
画
的
な
対

策
を
図
る
。

▽
坊
沢
大
橋
の
老
朽
化
対
策
は
、
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
34
年
度
の
完
成
を

目
標
に
、
集
中
的
に
対
策
を
講
じ
る
。

▽
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪
機
械
を
更
新
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

き
め
細
か
な
除
排
雪
を
実
施
す
る
。

▽
30
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
森
吉
・
合
川

上
水
道
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
目
指

し
、
会
計
制
度
の
移
行
に
取
り
組
む
。

▽
新
鷹
巣
浄
水
場
は
、
32
年
度
の
完
成
を

目
指
し
実
施
設
計
業
務
に
取
り
組
む
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
健
康
で

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
各
種
の

整
備
を
推
進
す
る
。

▽
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
災
害
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
資
源
を
有
効
活

用
し
、
市
民
の
安
全
確
保
を
図
る
。

▽
救
急
車（
森
吉
分
署
）及
び
防
火
指
導
車

を
更
新
し
、
救
急
救
命
士
を
養
成
す
る

な
ど
、
救
急
体
制
の
強
化
を
図
る
。

▽
各
分
団
と
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
消
防

団
員
の
確
保
は
、
住
民
が
協
力
し
て
災

害
に
備
え
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
訴
え
、

若
者
の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

▽「
北
秋
田
市
小
中
学
校
適
正
規
模
・
配
置

再
編
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
老
朽
化
し

た
校
舎
・
設
備
へ
の
対
応
に
努
め
る
。

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
と
学
校
が
連
絡
を
密
に

し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
。

▽
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
対
応
と
、
長
期
及
び
短

期
の
教
育
留
学
を
県
と
連
携
し
て
進
め
、

本
市
の
特
徴
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

▽
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
目
が
行
き
届
く
、

き
め
細
か
な
指
導
の
実
践
を
通
し
、
確

か
な
学
力
の
定
着
を
図
る
。

▽
地
域
と
の
交
流
の
機
会
を
拡
充
し
、
将

来
、
地
域
を
支
え
て
い
こ
う
と
す
る
自

覚
と
高
い
志
を
も
っ
た
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
す
。

▽
教
師
の
事
務
負
担
を
軽
減
す
る
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
教
師
が
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
を
生
み
だ
し
、
教

育
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

▽
地
域
で
家
庭
教
育
を
応
援
す
る
た
め
、

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
事
業
を
実
施
す

る
。
今
年
度
は
、
支
援
員
と
し
て
地
域

人
材
を
養
成
し
て
体
制
を
整
え
る
。

▽
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
市

民
に
愛
さ
れ
る
集
い
の
場
の
拠
点
と
し

て
、憩
い
・
交
流
・
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

市
民
と
の
協
働
活
動
を
図
る
。

▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
積
極

的
に
広
報
し
、
国
内
外
に
縄
文
遺
跡
の

価
値
を
発
信
す
る
。

▽
市
の
宿
泊
施
設
及
び
体
育
施
設
等
を
利

用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
等
の
合

宿
を
行
う
団
体
に
、
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
、
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
等

誘
致
促
進
事
業
を
実
施
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
。

▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
は
、

30
年
度
の
開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
会
の
継
続
に
向
け
実
行
委
員
会
と
情

報
共
有
を
図
り
、
支
援
し
て
い
く
。

　
学
校
教
育
課

　
学
校
教
育
課

　
消
防
本
部

　
消
防
本
部

　
各
課
の
主
な
施
策
と
事
業
等

　
　
　※

年
度
の
元
号
は
す
べ
て
平
成

▽
既
存
企
業
の
事
業
拡
大
や
人
材
育
成
な

ど
の
支
援
継
続
と
、
新
規
起
業
者
へ
の

支
援
制
度
の
充
実
を
図
る
。

▽
利
子
補
給
制
度
を
継
続
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

▽
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
情
報
の
提
供

及
び
新
規
出
店
者
へ
開
業
支
援
を
行
い
、

空
き
店
舗
の
解
消
を
図
り
、
定
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
商
店
街
の

活
性
化
を
支
援
す
る
。

▽
日
本
三
大
樹
氷
の
共
同
宣
言
を
し
た
森

吉
山
の
樹
氷
は
、
台
湾
を
中
心
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
好
調
で
、
さ
ら
に
映
像
素

材
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
る
。

▽
安
の
滝
な
ど
の
受
入
環
境
の
整
備
に
取

り
組
む
。

▽
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
の
簡
易
宿
泊
所
の
整

備
や
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
の
ど
ぶ
ろ

く
工
房
の
整
備
と
い
っ
た
施
設
の
多
機

能
化
や
機
能
強
化
を
講
じ
、
魅
力
的
か

つ
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
。

▽
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
は
じ
め
、
様
々
な
関
係
機
関
と

連
携
し
、
県
外
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど

の
遠
隔
地
か
ら
域
内
へ
の
誘
客
を
図
り
、

域
内
の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

生
か
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

５５重点項目重点項目

高齢者にも優しい
　医療と福祉の充実
◎主な取り組み
〇市民病院にがんの緩和ケア外来の開設
〇新規開業する医師への開業支援
〇がん患者補正具購入費助成による負担軽減
〇医療・介護・福祉が連携した地域包括シス
テムの構築

〇訪問看護ステーション体制強化の支援

６６重点項目重点項目

市民ファーストの推進
◎主な取り組み
〇快適かつ円滑な行政手続き
〇市民目線に立って、駐車スペースや窓口
カウンターを改善
〇旧中央公民館を庁舎として利活用
〇コンビニ収納の開始に向けた準備
〇住宅リフォーム支援事業の継続

７７重点項目重点項目

安心・安全で快適な暮らしやすい環境の整備
◎主な取り組み
〇特定空家等への適切な措置
〇デジタル同報無線システムの導入
〇新し尿処理施設の整備
〇新ごみ処理施設稼働に向けた準備
〇ごみの分別収集、減量化、資源化を推進

〇あきた北空港IC（仮称）～鷹巣ICの開通予定
〇新鷹巣浄水場の整備
〇市営住宅の計画的な建替え（南鷹巣団地）
〇市民の憩いの場として、慶祝森林自然公
園を整備

庁舎として利活用さ
れる旧中央公民館 →
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３
年
連
続
金
メ
ダ
ル
獲
得

　
３
年
連
続
金
メ
ダ
ル
獲
得

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７

参
加
率
60
％
達
成
！

参
加
率
60
％
達
成
！

　
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の
参
加
率
を
競

う
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７
』
が
、

５
月
31
日
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
回
目
の
参
加
と
な
る
北
秋
田
市
は
、

２
万
６
５
人
が
参
加
し
、
参
加
率
は
60・

04
％
と
な
り
、
対
戦
相
手
の
茨
城
県
行
方

市
に
参
加
率
０
・
05
％
の
僅
差
で
見
事
勝

利
し
ま
し
た
。
ま
た
、
目
標
と
し
て
い
た

参
加
率
60
％
を
達
成
し
、
３
年
連
続
の
金

メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
自
治
会
や
町
内
会
を
は
じ
め
、

各
事
業
所
の
積
極
的
な
協
力
の
も
と
、
市

内
各
地
区
で
は
様
々
な
運
動
講
座
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市

民
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
５
月
の
最
終
水
曜
日
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
に
引

き
続
き
金
メ
ダ
ル
獲
得
と
勝
利
を
目
指
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対戦結果

なめがたし

北秋田市（５回目）
人口　33,417人
参加率　60.04％（20,065人）

茨城県行方市（７回目）
人口　36,121人
参加率　59.99％（21,669人）

エンジョイリズム
～市民プール～
エンジョイリズム
～市民プール～

グラウンドゴルフ

～森吉野球場～

グラウンドゴルフ

～森吉野球場～

ミニテニス
～鷹巣体育館～
ミニテニス
～鷹巣体育館～

ウオーキング
～新田目自治会～
ウオーキング
～新田目自治会～

８人制バレーボール
～合川体育館～

８人制バレーボール
～合川体育館～

ユニカール同好会
～中屋敷会館～
ユニカール同好会
～中屋敷会館～

買物ウオーキング
～ザ・ビッグたかのす～
買物ウオーキング

～ザ・ビッグたかのす～
買物ウオーキング

～ラ・ポールもりよし～
買物ウオーキング

～ラ・ポールもりよし～

な
め
が
た

し



広報きたあきた　2017.　7.　17

スケッチスケッチカ メ ラカ メ ラ

☆オープニングイベント☆

☆ファイナルイベント☆

バスケットボール
～鷹巣体育館～
バスケットボール
～鷹巣体育館～

フットサル
～北健康増進センター～

フットサル
～北健康増進センター～

ユニカール大会
～鷹巣体育館～
ユニカール大会
～鷹巣体育館～

しゃろーむ園児「コムコムＤＥダンス」
～市民ふれあいプラザ～

しゃろーむ園児「コムコムＤＥダンス」
～市民ふれあいプラザ～

健幸づくり講座
～福田獅子舞伝承館～
健幸づくり講座

～福田獅子舞伝承館～

ラージボール卓球
～鷹巣体育館～
ラージボール卓球
～鷹巣体育館～

健康体操
～市民プール～
健康体操

～市民プール～

のびのび健康教室
～合川公民館～
のびのび健康教室
～合川公民館～
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災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
院
内
の
被
災

状
況
を
確
認
し
て
、
多
数
の
傷
病
者
を
受

入
可
能
と
判
断
し
た
あ
と
、
ト
リ
ア
ー
ジ

エ
リ
ア
を
開
設
し
、
患
者
の
重
症
度
に
基

づ
い
て
治
療
の
優
先
度
を
判
別
し
、
必
要

な
処
置
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
役
所
で
は
全
職
員
に
よ
る

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
災
害
対
策
本
部

の
構
成
員
に
よ
る
災
害
対
策
本
部
図
上
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
災
害
対
策
本
部
図
上
訓
練

で
は
、
地
震
発
生
か
ら
の
時
間
経
過
に
合

わ
せ
て
、
建
物
倒
壊
や
火
災
、
停
電
、
道

路
や
橋
の
損
壊
、
住
民
の
避
難
誘
導
な
ど
、

次
々
と
発
生
す
る
被
害
の
状
況
な
ど
が
記

載
さ
れ
た「
状
況
付
与
カ
ー
ド
」が
配
ら
れ
、

各
班
で
は
リ
ー
ダ
ー
が
対
応
策
の
指
示
を

行
い
、
記
録
員
が
対
応
記
録
票
や
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
、
地
図
な
ど
に
対
応
状
況
を
記

録
し
て
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
ほ
か
、
連

絡
票
で
関
係
す
る
班
に
情
報
を
伝
達
し
て

問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
な
ど
、
万
一
の

災
害
発
生
に
備
え
て
本
番
さ
な
が
ら
の
訓

練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
り
の
家（
米

内
沢
）、
阿
仁
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
ろ
び

苑
で
は
、
避
難
・
救
急
訓
練
な
ど
を
行
い
、

有
事
の
際
の
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
の
「
県
民
防
災
の
日
」
に
合

わ
せ
、
各
地
区
で
大
規
模
地
震
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
や

職
員
が
参
加
し
て
有
事
の
際
の
対
応
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
民
病
院
で
は
、
地
域
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
、
災
害
対
策
初
動
機
能
の

充
実
を
図
る
た
め
、
は
じ
め
て
市
民
病
院

と
消
防
本
部
合
同
で
多
傷
病
者
受
入
れ
訓

練
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
地
震
発
生
後
に
速
や
か
に

多
く
の
傷
病
者
を
受
入
れ

　
治
療
の
優
先
度
を
決
定

本
番
さ
な
が
ら
に

　
対
策
本
部
の
図
上
訓
練

医療救護訓練【北秋田市民病院】　医療救護訓練【北秋田市民病院】　 災害対策本部図上訓練【市役所】災害対策本部図上訓練【市役所】

救急搬送訓練【グループホームもりの家】　救急搬送訓練【グループホームもりの家】　次々と搬送される傷病者【北秋田市民病院】次々と搬送される傷病者【北秋田市民病院】

避難誘導訓練【阿仁養護老人ホーム　もろび苑】　避難誘導訓練【阿仁養護老人ホーム　もろび苑】　

い
つ
か
よ
り 
今
が
そ
の
時 

地
震
の
備
え

い
つ
か
よ
り 
今
が
そ
の
時 

地
震
の
備
え

「
県
民
防
災
の
日
」防
災
訓
練

「
県
民
防
災
の
日
」防
災
訓
練
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「がんと共に生きる」を支援します
６月から 緩和ケア外来を開設 ６月から 緩和ケア外来を開設 

北秋田市民病院

　日本人は、2 人に 1 人が「がん」にかかるといわれています。「がん」という病気のイメージは悪く、死につ
ながる病気と思っている人も多いようです。しかし、がんの罹患率が上昇しているにもかかわらず、がんの死
亡率が減少してきているということは「がんと共に生きる」人が多いことを示しています。
　現在は、病院の外来治療で、働きながら、あるいはご自宅で療養しながら過ごす方がたくさんいらっしゃい
ます。がん患者は、がん自体の症状のほかに、痛み・倦怠感などの様々な身体的な症状や、落ち込み・悲しみ
などの精神的な苦痛を経験します。
　「緩和ケア」は、がんと診断された時から行う、苦痛を和らげるためのケアです。がんなどの病気を抱える患
者様やご家族の「からだ、気持ち、生活面、生きる意味や人生について思うこと」によるつらさ（苦痛）を和
らげて「自分らしく生活していくこと」を支援するために、多職種のスタッフが連携して行う取り組みです。

緩和ケアとは

「緩和ケア」について考
えるタイミングは「早
すぎる」ことも「遅す
ぎる」こともありませ
ん。一人で抱え込まず、
周囲の医療スタッフや
ご家族に相談ください。

緩和ケアチームより

第 1・3木曜日 14:00 ～ 16:00（完全予約制）
【お問い合わせ】 北秋田市民病院 ☎0186-62-7001（代表）

患者様・ご家族

一般外来 一般病棟

緩 和 ケ ア チ ー ム

緩 和 ケ ア 外 来

がん相談支援センター

ケア外来に通院しながら受ける緩和ケア問い合わせ
相談

依
頼

一般外来に通院してまたは、一般病棟に
入院して受ける緩和ケア

医師・看護師・薬剤師・理学療法士
栄養士・ソーシャルワーカー

緩和ケアスタッフは、患
者様やご家族の悩みや不
安について、一緒に考え、
納得できる選択をするた
めに支援していきます。

緩和ケアチームの構成

【 緩和ケア外来 診療日 】

一人で抱え込まず　　　　　                          へ相談を
　がん相談支援センターでは、患者様・ご家族・地域の皆様のがんに関わる治
療や療養に伴う疑問、不安、また療養後の社会復帰に不安を感じたときに相談
をお受けします。相談は無料で、一人一人にあった問題解決のお手伝いをさせ
ていただきます

【相談方法】
毎週月～金曜日　8:30 ～ 17:00（随時対応）　面談と電話相談を行っています。
北秋田市民病院 ☎0186-62-7001（代表）がん相談支援センター（３階）

がんに関する心配ごと、悩みなど 北秋田市民病院
緩和ケア外来は病院正
面玄関入って右側のA
ブロック外科外来にて
実施します。

受付

市民病院案内図

正面入口

内
科
外
科 緩

和
ケ
ア
外
来

Aブロック

玄関

総合
案内

がん相談支援センター

相
談

支
援

治
療 依

頼
相
談

支
援

治
療
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北秋田市結婚新生活支援事業補助金

北秋田市結婚新生活支援事業補助金北秋田市結婚新生活支援事業補助金

　市では、結婚され新生活を始める夫婦に、住宅の取得、賃貸、引越しな
どに関する費用の一部を補助します

　あきた結婚支援センターは、会員登録制のマッチ
ング（お見合い）や出会いイベントの情報提供によ
り、出会いや結婚を希望する方を応援しています。
【助成要件】　▽北秋田市内に住所を有する方
　　　　　　▽市税等に滞納がない方
【助 成 額】　１万円（結婚支援センター登録料）
【手 続 き】　あきた結婚支援センターに必要書類を提出
【有効期間】　登録日から３年間
　　　　　　※入会後にかかる費用はありません
【入会予約】　　0800-800-0413（あきた結婚支援センター）

　あきた結婚支援センターでは、登録の有無に
関わらず結婚に関するあらゆる疑問や悩みに
コーディネーターが無料でアドバイスします。
【相談受付電話】　　0800-800-0413

○結婚なんでも相談窓口○結婚なんでも相談窓口あきた結婚支援センター登録料助成あきた結婚支援センター登録料助成

　県の制度に登録し、ボランティアとして出会
いや結婚に関するお世話やアドバイス、出会い
イベントの情報提供など、地域における出会い・
結婚支援活動を行います。
【問合せ】　総合政策課政策係　☎62-6606

○結婚サポーター募集中○結婚サポーター募集中

▽平成29年４月１日から平成30年３月31日までに婚姻届を提出し、
　受理された世帯
▽夫婦の平成28年分の所得が340万円未満の世帯
▽対象となる住居が市内にあり、交付申請時に夫婦の双方または一
　方が当該住居地に住民登録を有し、居住していること
▽夫婦の双方または一方が、過去に本市または他市区町村において、
　同制度に基づく補助を受けたことがないこと
▽夫婦のいずれもが市税等を滞納していないこと
▽夫婦のいずれもが暴力団員若しくは暴力団密接関係者でないこと

対象者 次の要件をすべて満たす方次の要件をすべて満たす方

補助対象経費 平成29年４月１日～平成 30年３月 31日までの婚姻を機に生じた次の費用平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日までの婚姻を機に生じた次の費用

▽新規の住宅賃貸費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料）
▽新規の住宅取得費用　
▽住宅への引越し費用

補助金額 １世帯あたり上限 24万円１世帯あたり上限 24万円 申請期間 平成30年３月 31日まで平成 30年３月 31日まで

※先着順のため、予算額に達した時点で受付を終了します。
※制度の詳細や申請方法・必要書類は直接お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
【問合せ】　総合政策課政策係　☎62-6606
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きらっとヒカル北秋田の企業／ショーンの「私が見た北秋田」

　大人になってから両親から聞いた話ですが、
私の初めての言葉は「ママ」や「パパ」ではな
くて「トラック」だったそうです。こういう私
は小さい頃からずっと乗り物に憧れていました。
　内陸線のりものまつりでは、まだまだ子ども
である私にとっては、いろいろな乗り物に乗れ
て、何とわくわくして気持ちが高まりました。
その中でも、一番記憶に残ったのは秋北バスで
した。なぜなら大学時代にバス運転手としてバ
イトをした経験があるからです。「トラック」
ではありませんでしたが、私はそのバイトに向
いていたのかもしれません！
　かろうじて大人でもある私にとっては、阿仁

合駅周辺の興味深いところも巡ってきました。
その中でも、宮越商店と湊商店をじっくり観察
しました。昔ながらの日本独特な建物の造りに
囲まれ、タイムスリップしたと錯覚してもおか
しくない雰囲気。蔵の中に展示された冬道具や
器具などを見て、改めて昔の人たちの寒さや雪
と向き合った生活に関心しました。
　ちなみに善導
寺には、私が英
訳した看板が掲
げてありますの
で、興味のある
方はぜひ見に
行ってください。

「秋田内陸線のりものまつり」

★

　当社秋田工場は、ＤＣソレノイドの製造メー
カーとして37年間に渡り、大野台工業団地にて操
業しています。モーターが電気エネルギーを回転
運動に変えるのに対して、ソレノイドは直線運動
に変える駆動装置で、自動車や情報事務機器、自
販機、水洗機器等あらゆる所に使用されています。

ティディエス株式会社 秋田工場
何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.3

　ＤＣソレノイドの製造販売している専業メー
カーとしては、世界トップレベルの生産を誇り（中
国、メキシコ、ベトナムの海外工場含む）最近では、
自動車関連の受注拡大を図り、工場増築も完了し
商品の増産に向け、地元雇用に力を入れています。

　私はＴＤＳに入社して４
年目になります。入社して
からは、商品の組立を行っ
ており、主に自動車の部品
を作製しています。自分が
作製したものが、たくさん
の人の役に立っていると思
うと、とても嬉しいです。

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市上杉字金沢 178-35
◆主な事業　ＤＣソレノイドの製造
◆従業員数　177 人
◆電話番号　0186-78-4777

畠山 由香さん（22）

作製された様々な部品
若手社員
の声
若手社員
の声

ゆ　か

組立作業の様子
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秋田内陸線田んぼアート2017 ／環境コラム

秋
田
内
陸
線
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
７

内
陸
線
の
車
窓
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
ん
で

　
内
陸
線
の
車
窓
か
ら
眺
め
る
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
制
作
す
る
田
植
え
が
、
５
月
25

日
に
阿
仁
小
渕
地
区
と
小
又
平
里
地
区
で

行
わ
れ
、
地
元
住
民
や
小
学
生
な
ど
が
参

加
し
、
田
植
え
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
見
立
て
、
ア
ー
ト
用
に
開
発
さ
れ

た
異
な
る
品
種
の
稲
を
植
え
、紫
、黄
、赤
、

白
な
ど
色
と
り
ど
り
の
葉
や
穂
に
よ
っ
て

巨
大
な
絵
や
文
字
を
描
き
ま
す
。
内
陸
線

利
用
促
進
の
た
め
、
県
北
秋
田
・
仙
北
両

地
域
振
興
局
、
秋
田
内
陸
活
性
化
本
部
が

企
画
し
、
今
回
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
「
秋
田
犬
と
四
季
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
角
館
駅
か
ら
鷹
巣
駅
ま
で
の
４

か
所
の
田
ん
ぼ
で
春
夏
秋
冬
を
表
現
し
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
秋
田
犬
も

成
長
し
て
い
く
姿
を
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て

で
描
く
も
の
で
す
。

　
仙
北
市
側
で
は
、
角
館
駅
〜
羽
後
太
田

駅
間
に
「
春
の
秋
田
犬
」、
上
桧
木
内
駅

前
に
は
「
夏
の
秋
田
犬
」、
北
秋
田
市
側

の
小
渕
地
区
に
は
「
秋
の
秋
田
犬
」、
平

里
地
区
に
は
「
冬
の
秋
田
犬
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
図
柄
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
計
画

で
す
。

　
小
渕
地
区
で
行
わ
れ
た
田
植
え
に
は
、

阿
仁
合
小
学
校
や
小
渕
自
治
会
な
ど
か
ら

約
70
人
が
、
ま
た
、
平
里
地
区
の
田
植
え

に
は
前
田
小
学
校
や
平
里
自
治
会
な
ど
か

ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
「
ゆ
き
あ
そ
び
」「
べ
に

あ
そ
び
」「
黄
大
黒
」
な
ど
５
種
類
の
苗
を
、

色
別
に
分
け
ら
れ
た
区
画
に
一
株
一
株
て

い
ね
い
に
植
え
て
、
夏
に
姿
を
現
す
ア
ー

ト
の
出
来
栄
え
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
７
月
上
旬
か
ら
９
月
上

旬
に
見
頃
を
迎
え
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
小
ヶ
田
自
治
会

約
20
人
が
田
植
え
に
参
加
し
た
「
伊
勢
堂

岱
遺
跡
」
の
文
字
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
も

小
ヶ
田
駅
前
に
登
場
す
る
予
定
で
す
。

　
今
月
の
環
境
コ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
協
働
」
で
す
。
協
働
と
は
、
複
数

の
主
体
が
何
ら
か
の
目
標
を
共
有

し
、
と
も
に
力
を
合
せ
て
活
動
す
る

こ
と
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
環
境
面
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
は
、
環
境
保
全
を
目
標

に
、行
政
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
学

校
・
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
協
力
し
、

清
掃
活
動
や
植
樹
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
目
標
達
成
に

向
か
い
な
が
ら
、
各
主
体
同
士
の
交

流
に
よ
り
学
習
の
場
が
広
が
る
こ
と

や
、
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と

に
よ
る
次
世
代
へ
環
境
を
引
き
継
ぐ

た
め
の
基
盤
づ
く
り
の
強
化
、
地
域

の
魅
力
を
内
外
へ
発
信
す
る
機
会
の

創
出
な
ど
、
様
々
な
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
ま
す
。
各
主
体
が
密
接
に
交
流

で
き
る
こ
と
が
、
協
働
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

　
つ
ま
り
協
働
で
大
切
な
の
は
、
主

体
を
超
え
て
活
動
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
ら
が
行
動
す
る
だ
け
で
な

く
、
他
の
主
体
と
の
繋
が
り
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
主
体
と
の
繋
が
り
を

実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
環
境
活
動
の
場

や
学
び
の
場
へ
足
を
運
び
、
イ
ベ
ン

ト
自
体
を
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、

同
じ
目
標
や
意
識
を
持
っ
た
人
た
ち

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
非

常
に
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
23
日
に
は
、
市
内
で
も
エ
コ

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
人
た
ち
が
ど

ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
知
り

た
い
、
自
分
も
一
緒
に
何
か
し
て
み

た
い
、
他
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

そ
う
だ
と
思
う
こ
と
は
、
協
働
へ
の

第
一
歩
で
す
。
ぜ
ひ
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

環　境
コラム
環　境
コラム
第４回

環
境
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

　
楽
し
む
こ
と
は
協
働
へ
の
第
一
歩

環
境
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

　
楽
し
む
こ
と
は
協
働
へ
の
第
一
歩

▲田植え中に通過した内陸線の列車に手を
振る参加者（小又平里地区）

昨年のエコフェスタ昨年のエコフェスタ
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第33回ふるさと踊りと餅っこまつり／市長ダイアリー

第
33
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
商
店
街
盛
り
上
げ
る

　
第
33
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ

り
（
和
田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）
が
、
６

月
４
日
に
鷹
巣
銀
座
通
り
と
住
吉
町
通
り

を
会
場
に
行
わ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
鷹
巣
銀
座
通
り
と
住
吉
町

通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
餅
の
販
売

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
店
し
、
こ
の

う
ち
餅
の
販
売
会
場
に
は
、
お
焼
き
や
大

福
な
ど
の
ほ
か
、
市
特
産
の
バ
タ
ー
餅
も

並
び
、
開
店
と
同
時
に
店
の
前
に
は
人
だ

か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
は
、

鷹
巣
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
部
の
演
奏
、

鷹
巣
中
学
校
の
よ
さ
こ
い
の
ほ
か
、
綴
子

下
町
大
太
鼓
保
存
会
の
獅
子
踊
り
や
河
田

カ
ツ
子
さ
ん
の
民
謡
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
客

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
餅
の
引
き
伸
ば
し
大
会
は
、
雨

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
つ
き
た

て
の
餅
を
使
っ
た
お
し
る
こ
の
振
る
舞
い

に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
大
勢
の
来
場
者

が
お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
踊
り
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

セ
レ
モ
ニ
ー
で
和
田
実
行
委
員
長
は
「
今

年
は
新
し
い
企
画
と
し
て
、
若
い
方
た
ち

に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
「
ミ
ス

餅
っ
こ
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
素
敵
な

８
人
の
ミ
ス
餅
っ
こ
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
日
は
皆
さ
ん
で
一
緒
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
の
元
気
を
明
日
か

ら
の
活
力
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
踊
り
で
は
、
綴
子
大
太
鼓
が

豪
快
な
音
を
響
か
せ
な
が
ら
先
導
し
、
各

地
区
婦
人
会
や
市
内
企
業
な
ど
か
ら
参
加

し
た
約
４
０
０
人
の
踊
り
手
ら
の
し
な
や

か
で
美
し
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

沿
道
の
観
衆
か
ら
は
、
子
ど
も
太
鼓
の
か

わ
い
ら
し
い
演
奏
や
着
物
姿
も
艶
や
か
な

踊
り
手
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲市民約400人が艶やかに踊りを披露した
ふるさと踊りと餅っこまつり

５
月
16
日（
火
）

17
日（
水
）

18
日（
木
）

19
日（
金
）

20
日（
土
）

22
日（
月
）

24
日（
水
）

25
日（
木
）

26
日（
金
）

28
日（
日
）

29
日（
月
）

30
日（
火
）

31
日（
水
）

６
月
1
日（
木
）

４
日（
日
）

５
日（
月
）

６
日（
火
）

９
日（
金
）

10
日（
土
）

12
日（
月
）

15
日（
木
） ▽

第
１
７
０
回
東
北
市
長
会
総
会（
仙
台
市
）

▽
秋
田
県
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会（
秋
田
市
）▽
秋
田
県
奥
羽
・
羽
越
新

幹
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
及
び
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
秋
田
市
）

▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
大
館
能
代

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
92
回
空
港
ビ
ル
取
締
役
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
柴
田
崟
吾
氏
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
秋
田
内
陸
線
の
り
も
の
ま
つ
り（
阿
仁
合
駅
前
特
設
会
場
）

▽
行
方
市
と
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
エ
ー
ル
交
換（
本
庁
舎
）

▽
早
期
求
人
提
出
要
請
書
の
提
出（
北
秋
田
市
商
工
会
）▽
た
か
の
す

フ
ァ
ー
ム
枝
豆
洗
浄
選
別
設
備
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭（
同
所
）▽
北

秋
田
市
総
合
教
育
会
議（
旧
中
央
公
民
館
）

▽
七
日
市
財
産
区
管
理
委
員
会
選
任
書
交
付
式（
旧
中
央
公
民
館
）▽

米
代
川・
７
号・日
沿
道
同
盟
会
合
同
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
北
秋
田

職
業
訓
練
協
会
第
48
回
総
会（
旧
中
央
公
民
館
）

▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲・鷹
巣
道
路

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会（
仙
北
市
）

▽
雄
物
川
総
合
水
防
演
習（
秋
田
市
）▽「
こ
れ
が
秋
田
だ
！
食
と
芸

能
大
祭
典
」芸
能
パ
レ
ー
ド（
秋
田
市
）

▽
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会
委
嘱
状
交
付
式（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
）▽
高
鷹
大
学
入
学・
開
講
式（
文
化
会
館
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局

と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

▽
鷹
巣
消
費
者
の
会
総
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
秋
田
県
・
市

町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
あ
き
た
決

起
集
会（
秋
田
市
）

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
第
13
回
市
長
杯
ユ
ニ

カ
ー
ル
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）▽
松
岡
誠
三
氏
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰

受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
市
民
病
院
）

▽
ボ
ル
タ
ー
40
道
の
駅
た
か
の
す
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
同

所
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
定
時
社
員
総
会（
秋
田
市
）

▽
一
日
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
・
第
33
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
も
ち
っ
こ

ま
つ
り（
銀
座
通
り
商
店
街
）

▽
北
秋
田
地
域
県
管
理
河
川
減
災
対
策
協
議
会（
北
秋
田
地
域
振
興

局
）▽
鷹
巣
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
懇
親
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
第
87
回
全
国
市
長
会（
東
京
都
）

▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）▽
重
要
水
防
箇
所
合

同
巡
視（
米
代
川
、小
猿
部
川
合
流
点
）

▽
豪
風
関
相
撲
教
室（
大
館
市
）▽
第
10
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

競
技
大
会
開
会
式（
北
欧
の
杜
公
園
）

▽
自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議 

初
日 （
議
事
堂
）

◇
５
月
16
日
〜
６
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー
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第
42
回
誕
生
の
森
記
念
植
樹
が
、
５
月
21

日
に
合
川
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
周
辺
で
行
わ

れ
、
子
ど
も
の
誕
生
を
祝
い
家
族
で
あ
じ
さ

い
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
、
合
川
地
区
で
生
ま
れ

た
子
ど
も
29
人
（
男
19
人
、
女
10
人
）。
こ

の
日
は
、
そ
の
う
ち
の
24
人
の
子
ど
も
と
そ

の
家
族
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
50
セ
ン
チ
ほ
ど
に
育
っ
た

あ
じ
さ
い
の
苗
を
、
深
さ
約
30
セ
ン
チ
の
穴

に
腐
葉
土
や
肥
料
を
入
れ
て
混
ぜ
、
保
護
者

や
兄
弟
ら
が
協
力
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。

　
苗
の
横
に
は
記
念
標
柱
が
立
て
ら
れ
、
子

ど
も
の
名
前
や
生
年
月
日
と
と
も
に
「
元
気

に
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」、「
笑
顔
が
絶

え
な
い
子
に
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
、

我
が
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

▲家族が協力してあじさいを植樹し、健や
かな成長を願う

子どもの健やかな成長を願う ●第42回誕生の森記念植樹

　
東
京
圏
あ
に
会
（
武
田
国
雄
会
長
）
の
総

会
・
懇
親
会
が
、５
月
28
日
に
オ
ー
ラ
ム（
東

京
都
台
東
区
）
で
行
わ
れ
、
会
員
や
阿
仁
地

区
か
ら
の
参
加
者
な
ど
２
１
５
人
が
集
い
、

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
総
会
で
武
田
会
長
は
「
秋
田
県
の
人
口
は

減
少
し
て
お
り
、
首
都
圏
で
暮
ら
し
て
い
る

我
々
も
北
秋
田
市
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
考
え
、
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
の
た
め
に
支

援
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

議
事
の
あ
と
、
栃
木
県
か
ら
阿
仁
に
移
住
し

た
織
田
直
樹
さ
ん
が
移
住
ま
で
の
経
緯
や
阿

仁
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
ら
が
ふ
る
さ
と
談

議
に
花
を
咲
か
せ
て
懇
談
し
、
最
後
に
全
員

で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
締
め
く
く
り
、

来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲久しぶりの再会を喜び合う光景が広がっ
た東京圏あに会

ふるさと談議に花を咲かせる ●第31回東京圏あに会総会

　
第
７
回
合
川
駅
春
ま
つ
り
が
、
５
月
28
日

に
合
川
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、
出
店
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
内
陸
線
の
グ
ッ
ズ
販
売
や
内

陸
線
の
魅
力
を
パ
ネ
ル
や
写
真
で
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
味
噌
付
け
タ
ン
ポ
や
馬

肉
の
煮
込
み
な
ど
の
出
店
も
並
び
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
松
本
ひ
で
き
さ
ん
や
北
の
杜
音

楽
団
に
よ
る
演
奏
、
よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
、
内

陸
線
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
、
バ
タ
ー
餅
の
餅
ま

き
も
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
舎
内
の
直
売
所
で
は
、
地
元
で

と
れ
た
春
野
菜
や
山
菜
、
漬
け
物
、
お
餅
な

ど
が
並
べ
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
旬
の
味

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

▲大勢の人が詰めかけ、アトラクションな
どで盛り上がった合川駅春まつり

沿線住民が集う交流の場に ●第７回合川駅春まつり
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第
10
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大

会
が
、
６
月
10
日
、
11
日
に
県
立
北
欧
の
杜

公
園
で
行
わ
れ
、
19
人
の
選
手
が
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
っ
て
、
秋
田
杉
の
丸
太
か
ら
様
々

な
芸
術
作
品
を
削
り
出
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
の
丸
太
を
使

い
、
直
径
に
よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
（
50

セ
ン
チ
）、
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
（
40
セ
ン
チ
）

に
分
か
れ
て
行
い
、
２
日
間
に
わ
た
り
９
時

間
で
作
品
に
仕
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
競
技
会
場
で
は
、
開
始
の
合
図
と
と
も
に
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
豪
快
な
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
き

わ
た
り
、
選
手
た
ち
が
何
種
類
も
の
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
い
分
け
、「
戦
艦
」
や
「
福
禄
寿
」

な
ど
各
自
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
丸
太

を
切
っ
た
り
、
模
様
を
刻
ん
だ
り
し
て
、
技

術
や
作
品
の
魅
力
を
競
い
合
い
ま
し
た
。▲豪快に木くずを飛ばして丸太を削り、思

い描く作品に仕上げる選手

丸太から芸術作品を削り出す ●第10回東北チェンソーアート競技大会

　
第
１
回
東
北
カ
ラ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、

６
月
４
日
に
道
の
駅
た
か
の
す
で
行
わ
れ
、

東
北
各
地
か
ら
約
３
０
０
人
の
バ
イ
ク
愛
好

家
が
集
ま
り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
バ
イ
ク
愛
好
家
が
集

い
、
開
催
地
周
辺
の
観
光
や
食
文
化
を
楽
し

む
こ
と
で
、
東
北
６
県
の
地
域
活
性
化
や
ま

ち
お
こ
し
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
Ｃ
Ｓ
Ｄ

グ
ル
ー
プ
（
三
澤
直
生
会
長
）
が
初
め
て
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
は
、
県
ご
と
に
設
定
さ
れ

た
色
の
バ
ン
ダ
ナ
や
タ
オ
ル
を
身
に
着
け
、

続
々
と
道
の
駅
た
か
の
す
に
到
着
。
駐
車
場

に
立
て
ら
れ
た
各
県
の
色
の
旗
を
目
印
に
バ

イ
ク
を
並
べ
、
互
い
の
愛
車
や
道
中
の
出
来

事
な
ど
を
話
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
次
回

の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲東北各地のバイク愛好家が集結した東北
カラーズミーティング

東北各地からライダーが集結 ●第１回東北カラーズミーティング

　
秋
田
北
鷹
高
校
（
菅
原
勉
校
長
）
の
緑
地

環
境
科
の
３
年
生
が
、
間
伐
材
を
利
用
し
て

製
作
し
た
木
製
ベ
ン
チ
を
６
月
８
日
に
鷹
巣

中
学
校
と
鷹
巣
南
中
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
中
学
校
に
緑
地
環
境
科
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
科
の
３
年
生
10
人

が
、
出
身
中
学
校
へ
の
製
作
物
の
寄
贈
を
提

案
し
、
鷹
巣
中
学
校
と
鷹
巣
南
中
学
校
に
２

脚
ず
つ
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
鷹
巣
中
学
校
に
は
同
校
出
身
の

小
林
涼
太
さ
ん
と
成
田
聖
允
さ
ん
が
訪
れ
、

木
製
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま
し
た
。
寄
贈
を
受

け
た
遠
藤
元
博
校
長
は
「
素
晴
ら
し
い
地
域

貢
献
活
動
を
し
て
い
る
。
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
成
田

さ
ん
は
「
休
み
時
間
に
気
軽
に
使
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲鷹巣中学校にベンチを寄贈した秋田北鷹
高校の成田さんと小林さん（中央２人）

出身校に木製ベンチを寄贈 ●秋田北鷹高校緑地環境科の寄贈

ま
さ
よ
し
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　平成29年度北秋田市生涯学習奨励員委嘱状交付式
および北秋田市生涯学習奨励員協議会が、５月29日
に市民ふれあいプラザで行われました。
　交付式では、北秋田市生涯学習推進本部長の津谷
市長が委員一人一人に委嘱状を手渡し「地域全体の
教育力の向上と、地域コミュニティーの再構築を図
るために、様々な分野で活躍されている皆さんのお
力添えをいただけますよう、よろしくお願いしたい」
などとあいさつを述べました。
　続いて行われた生涯学習奨励員協議会では、事務

局から昨年度の事業報告や今年度の事業計画を説明
し、委員からは要望や意見が出されました。

　平成29年度青少年育成秋田県民会議の青少年育
成功労者表彰を受賞した松岡誠三さん（69歳・合
川）が、５月31日に市役所を訪れ、津谷市長に受
賞を報告しました。
　松岡さんは、平成９年から青少年育成合川町民会
議理事として活動し、青少年育成北秋田市民会議合
川支部副支部長を経て、現在は青少年北秋田市民会
議副会長および合川支部長を務められています。
　松岡さんは「皆さんのおかげで受賞することがで
きました。私は、子どものことが好きなので、これ

からも子どもたちのために奉仕を続けていきたい」
などと感謝の言葉を述べました。

　定期講座「パステル和アート教室」が６月９日か
ら市民ふれあいプラザでスタートし、受講生11人
が参加しました。
　この講座では、秋田市在住でパステル和アートイ
ンストラクターの高橋みどり先生を講師にお迎えし、
12月まで季節に合わせた作品を作ります。
　受講生の中には、はじめて和アートを作る方が多
く、先生から色の塗り方などを教わりながら、傘と
さくらんぼを題材にした作品作りに挑戦しました。
　作品が出来上がり、受講生全員の作品がホワイト

ボードに貼られると「近くからだけじゃなくて、遠
くから見るのもいいね」などと声があがりました。

地域全体の教育力を向上へ地域全体の教育力を向上へ

　▲委嘱状の交付を受ける委員

青少年育成功労者表彰を受賞青少年育成功労者表彰を受賞

　▲津谷市長に受賞を報告した松岡誠三さん（中央）

～北秋田市生涯学習奨励員委嘱状交付式～

～青少年育成活動に尽力～

　▲和アートに挑戦する受講生

～定期講座「パステル和アート教室」～
心はぽかぽか、お顔はにっこり心はぽかぽか、お顔はにっこり

なごみ
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学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

18

　
石
棒
は
縄
文
人
の
精
神
文
化
に
か
か

わ
る
道
具
の
一
つ
で
す
。
一
般
に
棒
状

に
加
工
し
た
石
の
一
端
に
装
飾
の
あ
る

頭
部
を
作
り
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
形

状
か
ら
男
性
の
性
器
を
表
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
も
の
で

は
２
ｍ
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
何
ら
か
の
儀
式
や
呪
術
、
ま
つ
り
な

ど
で
象
徴
的
に
用
い
ら
れ
、
時
期
や
地

域
に
よ
っ
て
そ
の
持
つ
意
味
は
一
様
で

な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
完
全
な
形
の
も
の
や
精
巧
な
細

工
の
あ
る
頭
部
を
持
つ
石
棒
は
、
一
つ

の
遺
跡
か
ら
何
点
も
見
つ
か
る
わ
け
で

は
な
く
、
お
墓
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
内
で

あ
る
程
度
の
身
分
や
特
殊
な
地
位
に

あ
っ
た
人
が
所
持
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
下
段
の
写
真
は
、
漆
下
遺
跡
で
出
土

し
た
石
棒
で
す
。
様
々
な
道
具
が
投
棄

さ
れ
た
盛
土
の
中
か
ら
完
全
な
形
で
見

つ
か
り
ま
し
た
。
長
さ
73
㎝
、
重
さ
は

２
・
２
㎏
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
三
千
数

百
年
前
頃
の
縄
文
時
代
後
期
後
半
の
も

の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

　
非
常
に

硬
い
石
材

を
コ
ツ
コ

ツ
と
打
ち

欠
き
、
形

を
整
え
、

研
磨
し
て

仕
上
げ
て

い
ま
す
。
中
程
が
や
や
膨
ら
む
丸
棒
形

で
、
両
端
に
細
か
な
線
刻
の
施
さ
れ
た

精
巧
な
頭
部
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
棒
は
、
市
内
の
多
く
の
遺
跡
で
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
途
中
で
折
れ
る

な
ど
壊
れ
た
状
態
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
こ
の
よ
う
に
精
巧
で
大
型
の
石

棒
が
完
全
な
状
態
で
出
土
し
た
例
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
縄
文
時
代
の
漆
下
集
落
で
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
た
人
物
が
、
儀
仗
と
し
て

こ
の
石
棒
を
携
え
、
儀
式
や
ま
つ
り
を

執
り
行
っ
た
様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う

で
す
。

　
こ
の
石
棒
は
縄
文
館
に
展
示
中
で
す
。

頭
部
の
精
巧
な
細
工
を
ぜ
ひ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

せ
き
ぼ
う

　「
縄
文
時
代
編
」 

○
石
棒
（
漆
下
遺
跡
出
土
）

う
る
し
し
た

漆下遺跡から出土した石棒漆下遺跡から出土した石棒

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

ぎ
じ
ょ
う

じ
ゅ
じ
ゅ
つ

期
日　
７
月
16
日（
日
）

会
場　
合
川
公
民
館

開
演　
10
時
30
分
〜（
開
場
10
時
〜
）

展
示　
合
川
俳
句
会
、
陽
だ
ま
り
の
華
、    

　

    

合
川
華
道
部

演
示　
歌
謡
、舞
踊
、音
楽
団
、太
鼓
ほ
か

特
別
出
演　
秋
田
北
鷹
高
校
吹
奏
楽
部

■「
江
戸
時
代
に
お
け
る
小
猿
部
村
々
の

森
林
利
用
と
問
題
」

日
時　
７
月
８
日（
土
） 

15
時
〜

会
場　
七
日
市
長
岐
邸

講
師　
立
正
大
学　
栗
原 

健
一
氏

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

■「
き
の
み
や
さ
ま
ま
つ
り
と
お
話
し
会
」

日
時　
７
月
24
日（
月
） 

10
時
30
分
〜

　
※
12
時
よ
り
、き
の
み
や
さ
ま
お
参
り

開
場　
七
日
市
長
岐
邸

演
題
「
長
岐
邸
に
ゆ
か
り
の
人
々
」

講
師　
佐
藤　
俊
晃
氏

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

　
参
加
者
全
員
に
火
伏
の
お
札
を
差
し
上

げ
ま
す
。

日
時　
８
月
15
日（
火
）　
14
時
30
分
〜

                       （
受
付
13
時
50
分
〜
）  

会
場　
北
秋
田
市
文
化
会
館

対
象　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住

者
及
び
市
内
出
身
で
市
内
中
学
校
、
国
際

情
報
学
院
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

※
中
学
校
の
卒
業
名
簿
な
ど
を
も
と
に
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
該
当
す
る
方

で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
７
月
14

日（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
成
人
式
の
協
力
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
手
で
思
い
出
に
残
る
成
人
式

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
絵
本
作
家
の
塚
本
や
す
し
先
生
と
か
い
け

つ
ゾ
ロ
リ
が
や
っ
て
き
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ『
お
す
し
を
作
ろ
う
』に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

親
子
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
９
日（
日
）

　
10
時
〜　
お
は
な
し
会
・
超
大
型
絵
本

　
11
時
〜　
撮
影
会

　
13
時
30
分
〜　
お
は
な
し
会

　
14
時
〜　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ『
お
す
し
を
作
ろ
う
』

　
　
　
　
　
塚
本
や
す
し
先
生
サ
イ
ン
会

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
第
29
回
合
川
芸
文
祭

　
平
成
29
年
度
北
秋
田
市
成
人
式

　
 

生
涯
学
習
課  

☎
62‐

１
１
３
０

申
問

 

超
大
型
絵
本『
お
ま
え
う
ま
そ
う

 

だ
な
』が
や
って
く
る
！

　

 

生
涯
学
習
課  

☎
62‐

１
１
３
０

申
問

　

 

合
川
公
民
館  

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

　
お
や
か
た
さ
集
ま
る
べ
講
座

　

 

お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ 

長
岐
賢
一

  

☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

申
問
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６月定例議会行政報告

　
平
成
29
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
15
日
に
開
会
、
27
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
施
政
方
針
と
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、

ま
た
、
19
日
と
20
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
21
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員

会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
、
27
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

米
内
沢
診
療
所
は
、
内
科
３
５
３
３
人
、

小
児
科
４
６
０
人
、
整
形
外
科
８
１
１
人
、

脳
血
管
外
科
２
４
９
人
、
心
臓
血
管
外
科

36
人
で
す
。

　
　
産
業
部
関
係

■
農
林
課

　
園
芸
メ
ガ
団
地
整
備
事
業
等
は
、
２
地

区
と
も
事
業
着
手
さ
れ
、
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
５
月
24
日
に
は
洗
浄
選
別
施
設

建
設
工
事
の
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
地
改
良
事
業
は
、
県
営
の
ほ
場
整
備

事
業
が
６
地
区
、
用
排
水
施
設
整
備
事
業

が
３
地
区
で
事
業
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
を
含
む
２
市
１
村
で
林
野
庁

よ
り
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事

業
」
は
、
生
産
者
や
製
材
加
工
業
者
、
木

材
需
要
者
等
か
ら
な
る
参
画
者
協
議
会
の

設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
森
吉
山
麓
村
興
し
会
主
催
の
第
６
回
Ｂ

Ｍ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
、
４
月
28
日
に
ク

ウ
ィ
ン
ス
森
吉
で
行
わ
れ
、
11
の
団
体
・

個
人
か
ら
個
性
あ
ふ
れ
る
20
種
類
の
バ

タ
ー
餅
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
く
ま
く
ま
園
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
、
４
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
向
け
た
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
の
効
果
が
あ
り
、
５
月
３
日
か
ら
３

日
間
で
３
６
３
０
人
が
来
場
し
、
子
熊
と

の
ふ
れ
あ
い
や
ヒ
グ
マ
の
え
さ
隠
し
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
森
吉
山
山
開
き
が
、
５
月
３
日
に
行
わ

れ
、
絶
好
の
登
山
日
和
の
中
、
約
70
人
が

森
吉
神
社
ま
で
登
山
し
、
今
年
１
年
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
の
第
２
次
建
設

工
事
（
７
戸
）
は
、
予
定
ど
お
り
５
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。
７
月
の
本
格
入
居
に

向
け
て
移
転
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
は
、
秋
田

内
陸
縦
貫
鉄
道
小
渕
・
阿
仁
合
間
鉄
道
交

差
橋
補
修
工
事
１
件
を
発
注
、
橋
梁
補
修

工
事
２
件
（
前
山
橋
、
大
舟
木
橋
）
が
完

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
は
、
道
路
災
害
復
旧
工
事
１
件

（
大
内
沢
線
）
を
発
注
、
道
路
災
害
復
旧

工
事
１
件（
摩
当
沢
線
）が
完
成
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
新
鷹
巣
浄
水
場
取
水

井
築
造
工
事
と
基
礎
調
査
及
び
経
営
変
更

認
可
設
計
委
託
業
務
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
は
、
米
内
沢
浄
水
場
機
械
電
気

設
備
工
事
、
長
野
沢
基
点
配
水
場
建
設
工

事
、
大
野
岱
配
水
場
改
良
工
事
が
完
成
し
、

今
後
残
工
事
発
注
に
よ
り
、
事
業
の
年
内

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
の

脇
神
字
高
村
岱
の
一
部
ほ
か
11
区
域
が
、

順
次
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
２
月
３
日
か
ら
５
月
24
日
ま
で
の
火
災

及
び
救
急
出
動
等
の
件
数
は
、
火
災
が
建

物
火
災
１
件
、
そ
の
他
火
災
２
件
で
す
。

救
急
出
動
件
数
は
４
６
５
件
で
、
種
別
で

は
急
病
３
３
１
件
、
一
般
負
傷
48
件
、
交

通
事
故
25
件
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

16
人
の
傷
病
者
を
搬
送
し
ま
し
た
。
救
助

出
場
は
18
件
で
３
人
を
救
出
し
て
い
ま
す
。

■
非
常
備
消
防

　
雄
物
川
総
合
水
防
演
習
東
北
水
防
技
術

競
技
大
会
が
、
５
月
28
日
に
秋
田
市
で
行

わ
れ
、
市
消
防
団
第
４
分
団
員
20
人
が
、

秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
シ
ー
ト
張

工
法
・
月
の
輪
工
法
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
平
成

29
年
度
入
園
式
を
行
い
、
５
月
25
日
現
在

の
学
園
生
は
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
総
合
教
育
会
議
が
、
５
月
24
日

に
行
わ
れ
、
今
年
度
の
主
な
教
育
施
策
の

協
議
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
学
校
教
育
課

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
、
４
月

18
日
に
行
わ
れ
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
３
年
生
が
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
試
す

問
題
に
挑
み
ま
し
た
。　

■
生
涯
学
習
課

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
共
働
き

世
帯
な
ど
の
児
童
の
健
全
育
成
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
、
市
内
10
か

所
で
約
６
０
０
人
の
学
童
保
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
と
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
の
開
館
１
周
年
記
念
事
業
が
、
４
月

30
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、

市
民
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、
記
念
講
演

「
考
え
る
縄
文
」
な
ど
を
通
し
て
、
縄
文

文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７
実
行
委
員

会
が
、
３
月
28
日
に
行
わ
れ
、
５
回
目
の

参
加
で
３
年
連
続
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
向

け
、
目
標
参
加
率
を
60
％
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
第
55
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋

田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
４
月
22
日
に

市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
と
す
る

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
１
６
１

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学
卒
一
般
行
政
、

建
築
士
及
び
保
育
士
に
つ
い
て
受
験
申
込

み
を
受
け
付
け
し
、
第
１
次
試
験
は
７
月

23
日
に
秋
田
市
文
化
会
館
で
実
施
し
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
「
県

民
防
災
の
日
」
訓
練
が
、
５
月
26
日
に
市

役
所
と
市
民
病
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し
た

「
土
砂
災
害
・
全
国
防
災
訓
練
」が
、
６
月

４
日
に
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課

　
第
１
回
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

が
４
月
24
日
に
行
わ
れ
、
新
年
度
も
半
年

間
取
り
組
む
市
街
地
循
環
バ
ス
の
実
証
運

行
な
ど
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
「
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
米
倉
信
人
さ
ん
に
、
５
月

１
日
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
平
成
28
年
度
の

収
支
見
通
し
は
、
経
営
損
失
額
２
億
円
以

内
と
す
る
目
標
を
達
成
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　

２
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
37
件
、

契
約
額
は
６
億
７
３
０
０
万
２
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
28
年
度
分
の
各
市
税
の
４
月
末
収

納
状
況
は
、
調
定
額
38
億
５
４
５
６
万
２

千
円
に
対
し
、
収
入
済
額
35
億
６
２
７
万

９
千
円
で
収
納
率
は
90
・
96
％
で
す
。

　
　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
、
４
月
16
日

に
市
内
全
域（
阿
仁
地
区
23
日
）で
行
わ
れ
、

約
５
５
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
、
５
月
17
日
に
鷹
巣
地
区
の
大

型
商
業
施
設
で
行
わ
れ
、
特
殊
詐
欺
等
に

遭
わ
な
い
よ
う
啓
発
し
ま
し
た
。

　
入
山
者
に
対
す
る
遭
難
事
故
防
止
啓
発

活
動
を
、
５
月
20
日
の
早
朝
に
森
吉
山
ダ

ム
広
報
館
前
で
実
施
し
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
４
月
30
日
現
在

の
交
付
申
請
枚
数
が
２
７
７
０
枚
で
、
交

付
枚
数
は
２
２
２
８
枚
で
す
。
ま
た
、
受

け
渡
し
で
き
ず
に
市
が
保
管
し
て
い
る
通

知
カ
ー
ド
は
、
１
２
４
件
で
す
。

　
　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
平
成
29
年
度
の
保
育
所
入
所
は
、
公
立

保
育
園
２
８
４
人
、
私
立
保
育
園
５
１
６

人
の
合
計
８
０
０
人
で
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
就
学
祝
金
は
、
小
学
生

24
人
、
中
学
生
30
人
に
交
付
し
ま
し
た
。

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
の

一
時
金
で
あ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
５

月
19
日
に
対
象
者
９
０
４
１
人
に
通
知
及

び
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
登
録
世
帯
数
９
２

２
世
帯
、
延
べ
利
用
回
数
は
８
２
５
５
回
、

利
用
世
帯
へ
の
扶
助
費
は
１
０
８
１
万
９

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
は
、

９
月
に
本
市
で
行
わ
れ
る
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
交
流
大
会
の
成
功
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、４
月
末
現
在
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
が
２
８
２
９
人
で
、
そ

の
内
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
４
１
９
人

で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
包
括
的
支
援
事
業
の
総

合
相
談
件
数
は
、
延
べ
１
１
６
４
件
で
、

そ
の
内
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
は
１

０
１
件
で
す
。

■
医
療
健
康
課

　
保
健
事
業
全
般
の
普
及
啓
発
と
し
て
、

「
健
康
ガ
イ
ド
」
保
存
版
を
全
戸
配
布
し

し
ま
し
た
。

　
各
地
域
巡
回
型
の
集
団
検
診
は
、
４
月

14
日
か
ら
始
ま
り
、
森
吉
・
合
川
・
阿
仁

地
区
が
終
了
し
、
鷹
巣
地
区
は
７
月
１
日

ま
で
の
予
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
医
療
講
演
会
が
、
３
月
18
日

に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
市
民
や
医
療
関

係
者
約
６
０
０
人
が
最
新
の
が
ん
診
療
な

ど
に
つ
い
て
聴
講
し
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
１
２
４
人
、

外
科
２
３
５
７
人
、
歯
科
８
９
９
人
で
す
。

合
川
診
療
所
は
２
３
６
５
人
で
す
。
ま
た
、

６
月
定
例
議
会

行
政
報
告

▲台湾を中心とした外国人観光
客が好調な秋田内陸線
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米
内
沢
診
療
所
は
、
内
科
３
５
３
３
人
、

小
児
科
４
６
０
人
、
整
形
外
科
８
１
１
人
、

脳
血
管
外
科
２
４
９
人
、
心
臓
血
管
外
科

36
人
で
す
。

　
　
産
業
部
関
係

■
農
林
課

　
園
芸
メ
ガ
団
地
整
備
事
業
等
は
、
２
地

区
と
も
事
業
着
手
さ
れ
、
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
５
月
24
日
に
は
洗
浄
選
別
施
設

建
設
工
事
の
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
地
改
良
事
業
は
、
県
営
の
ほ
場
整
備

事
業
が
６
地
区
、
用
排
水
施
設
整
備
事
業

が
３
地
区
で
事
業
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
を
含
む
２
市
１
村
で
林
野
庁

よ
り
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事

業
」
は
、
生
産
者
や
製
材
加
工
業
者
、
木

材
需
要
者
等
か
ら
な
る
参
画
者
協
議
会
の

設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
森
吉
山
麓
村
興
し
会
主
催
の
第
６
回
Ｂ

Ｍ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
、
４
月
28
日
に
ク

ウ
ィ
ン
ス
森
吉
で
行
わ
れ
、
11
の
団
体
・

個
人
か
ら
個
性
あ
ふ
れ
る
20
種
類
の
バ

タ
ー
餅
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
く
ま
く
ま
園
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
、
４
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
向
け
た
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
の
効
果
が
あ
り
、
５
月
３
日
か
ら
３

日
間
で
３
６
３
０
人
が
来
場
し
、
子
熊
と

の
ふ
れ
あ
い
や
ヒ
グ
マ
の
え
さ
隠
し
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
森
吉
山
山
開
き
が
、
５
月
３
日
に
行
わ

れ
、
絶
好
の
登
山
日
和
の
中
、
約
70
人
が

森
吉
神
社
ま
で
登
山
し
、
今
年
１
年
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
の
第
２
次
建
設

工
事
（
７
戸
）
は
、
予
定
ど
お
り
５
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。
７
月
の
本
格
入
居
に

向
け
て
移
転
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
は
、
秋
田

内
陸
縦
貫
鉄
道
小
渕
・
阿
仁
合
間
鉄
道
交

差
橋
補
修
工
事
１
件
を
発
注
、
橋
梁
補
修

工
事
２
件
（
前
山
橋
、
大
舟
木
橋
）
が
完

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
は
、
道
路
災
害
復
旧
工
事
１
件

（
大
内
沢
線
）
を
発
注
、
道
路
災
害
復
旧

工
事
１
件（
摩
当
沢
線
）が
完
成
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
新
鷹
巣
浄
水
場
取
水

井
築
造
工
事
と
基
礎
調
査
及
び
経
営
変
更

認
可
設
計
委
託
業
務
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
は
、
米
内
沢
浄
水
場
機
械
電
気

設
備
工
事
、
長
野
沢
基
点
配
水
場
建
設
工

事
、
大
野
岱
配
水
場
改
良
工
事
が
完
成
し
、

今
後
残
工
事
発
注
に
よ
り
、
事
業
の
年
内

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
の

脇
神
字
高
村
岱
の
一
部
ほ
か
11
区
域
が
、

順
次
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
２
月
３
日
か
ら
５
月
24
日
ま
で
の
火
災

及
び
救
急
出
動
等
の
件
数
は
、
火
災
が
建

物
火
災
１
件
、
そ
の
他
火
災
２
件
で
す
。

救
急
出
動
件
数
は
４
６
５
件
で
、
種
別
で

は
急
病
３
３
１
件
、
一
般
負
傷
48
件
、
交

通
事
故
25
件
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

16
人
の
傷
病
者
を
搬
送
し
ま
し
た
。
救
助

出
場
は
18
件
で
３
人
を
救
出
し
て
い
ま
す
。

■
非
常
備
消
防

　
雄
物
川
総
合
水
防
演
習
東
北
水
防
技
術

競
技
大
会
が
、
５
月
28
日
に
秋
田
市
で
行

わ
れ
、
市
消
防
団
第
４
分
団
員
20
人
が
、

秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
シ
ー
ト
張

工
法
・
月
の
輪
工
法
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
平
成

29
年
度
入
園
式
を
行
い
、
５
月
25
日
現
在

の
学
園
生
は
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
総
合
教
育
会
議
が
、
５
月
24
日

に
行
わ
れ
、
今
年
度
の
主
な
教
育
施
策
の

協
議
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
学
校
教
育
課

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
、
４
月

18
日
に
行
わ
れ
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
３
年
生
が
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
試
す

問
題
に
挑
み
ま
し
た
。　

■
生
涯
学
習
課

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
共
働
き

世
帯
な
ど
の
児
童
の
健
全
育
成
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
、
市
内
10
か

所
で
約
６
０
０
人
の
学
童
保
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
と
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
の
開
館
１
周
年
記
念
事
業
が
、
４
月

30
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、

市
民
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、
記
念
講
演

「
考
え
る
縄
文
」
な
ど
を
通
し
て
、
縄
文

文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７
実
行
委
員

会
が
、
３
月
28
日
に
行
わ
れ
、
５
回
目
の

参
加
で
３
年
連
続
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
向

け
、
目
標
参
加
率
を
60
％
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
第
55
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋

田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
４
月
22
日
に

市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
と
す
る

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
１
６
１

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学
卒
一
般
行
政
、

建
築
士
及
び
保
育
士
に
つ
い
て
受
験
申
込

み
を
受
け
付
け
し
、
第
１
次
試
験
は
７
月

23
日
に
秋
田
市
文
化
会
館
で
実
施
し
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
「
県

民
防
災
の
日
」
訓
練
が
、
５
月
26
日
に
市

役
所
と
市
民
病
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し
た

「
土
砂
災
害
・
全
国
防
災
訓
練
」が
、
６
月

４
日
に
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課

　
第
１
回
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

が
４
月
24
日
に
行
わ
れ
、
新
年
度
も
半
年

間
取
り
組
む
市
街
地
循
環
バ
ス
の
実
証
運

行
な
ど
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
「
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
米
倉
信
人
さ
ん
に
、
５
月

１
日
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
平
成
28
年
度
の

収
支
見
通
し
は
、
経
営
損
失
額
２
億
円
以

内
と
す
る
目
標
を
達
成
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　

２
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
37
件
、

契
約
額
は
６
億
７
３
０
０
万
２
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
28
年
度
分
の
各
市
税
の
４
月
末
収

納
状
況
は
、
調
定
額
38
億
５
４
５
６
万
２

千
円
に
対
し
、
収
入
済
額
35
億
６
２
７
万

９
千
円
で
収
納
率
は
90
・
96
％
で
す
。

　
　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
、
４
月
16
日

に
市
内
全
域（
阿
仁
地
区
23
日
）で
行
わ
れ
、

約
５
５
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
、
５
月
17
日
に
鷹
巣
地
区
の
大

型
商
業
施
設
で
行
わ
れ
、
特
殊
詐
欺
等
に

遭
わ
な
い
よ
う
啓
発
し
ま
し
た
。

　
入
山
者
に
対
す
る
遭
難
事
故
防
止
啓
発

活
動
を
、
５
月
20
日
の
早
朝
に
森
吉
山
ダ

ム
広
報
館
前
で
実
施
し
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
４
月
30
日
現
在

の
交
付
申
請
枚
数
が
２
７
７
０
枚
で
、
交

付
枚
数
は
２
２
２
８
枚
で
す
。
ま
た
、
受

け
渡
し
で
き
ず
に
市
が
保
管
し
て
い
る
通

知
カ
ー
ド
は
、
１
２
４
件
で
す
。

　
　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
平
成
29
年
度
の
保
育
所
入
所
は
、
公
立

保
育
園
２
８
４
人
、
私
立
保
育
園
５
１
６

人
の
合
計
８
０
０
人
で
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
就
学
祝
金
は
、
小
学
生

24
人
、
中
学
生
30
人
に
交
付
し
ま
し
た
。

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
の

一
時
金
で
あ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
５

月
19
日
に
対
象
者
９
０
４
１
人
に
通
知
及

び
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
登
録
世
帯
数
９
２

２
世
帯
、
延
べ
利
用
回
数
は
８
２
５
５
回
、

利
用
世
帯
へ
の
扶
助
費
は
１
０
８
１
万
９

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
は
、

９
月
に
本
市
で
行
わ
れ
る
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
交
流
大
会
の
成
功
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、４
月
末
現
在
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
が
２
８
２
９
人
で
、
そ

の
内
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
４
１
９
人

で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
包
括
的
支
援
事
業
の
総

合
相
談
件
数
は
、
延
べ
１
１
６
４
件
で
、

そ
の
内
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
は
１

０
１
件
で
す
。

■
医
療
健
康
課

　
保
健
事
業
全
般
の
普
及
啓
発
と
し
て
、

「
健
康
ガ
イ
ド
」
保
存
版
を
全
戸
配
布
し

し
ま
し
た
。

　
各
地
域
巡
回
型
の
集
団
検
診
は
、
４
月

14
日
か
ら
始
ま
り
、
森
吉
・
合
川
・
阿
仁

地
区
が
終
了
し
、
鷹
巣
地
区
は
７
月
１
日

ま
で
の
予
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
医
療
講
演
会
が
、
３
月
18
日

に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
市
民
や
医
療
関

係
者
約
６
０
０
人
が
最
新
の
が
ん
診
療
な

ど
に
つ
い
て
聴
講
し
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
１
２
４
人
、

外
科
２
３
５
７
人
、
歯
科
８
９
９
人
で
す
。

合
川
診
療
所
は
２
３
６
５
人
で
す
。
ま
た
、

▲秋田県代表として、シート張工
法に取り組む市消防団第４分団員
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平成29年度　介護保険料額のお知らせ平成29年度　介護保険料額のお知らせ

「介護保険料額決定通知書兼介護保険料納入通知書」

「介護保険料納付書」を発送します

「介護保険料額決定通知書兼介護保険料納入通知書」

「介護保険料納付書」を発送します

　平成29年７月５日現在で満65歳以上の方に「介護保険料額決定通知書兼介護保険
料納入通知書」及び対象となる方に「介護保険料納付書」を７月中旬に発送します。
　今回の介護保険料額は、平成29年４月１日時点での世帯の課税状況や本人合計所
得金額をもとに算定したものです。

介護保険料の納めかた（特別徴収・普通徴収）と納付時期介護保険料の納めかた（特別徴収・普通徴収）と納付時期

①特別徴収（年金からの天引き）
　老齢基礎年金などの公的年金を年額18万円以上受給している方は、介護保険料が年金から天引きになります。

　ただし、本来、年金から天引きになる「特別徴収」の方でも、一時的に納付書で納める場合があります。

〇保険料が増額になった

〇年度途中で65歳になった
〇年度途中で老齢年金等の受給が始まった
〇年度途中で他の市町村から転入した
〇保険料が減額になった
〇年金が一時差し止めになった　など

増額分を納付書で納めます

年金支払者から、特別徴収の対象者として把握
される月のおおむね６か月後から天引きになり
ます。それまでは、納付書で納めます

②普通徴収（納付書又は口座振替で納付）
特別徴収の条件に該当しない方は、普通徴収となり「納付書」又は「口座振替」により納めていただきます。
「納付書」… 納入通知書と一緒に送付される介護保険料納付書により、市内の金融機関で納めていただきます。
「口座振替」… 納期の月末に指定された口座から引き落としされます。お支払いに出かける手間も省けて、
とても便利です。　※口座振替は各金融機関での申し込みが必要です。

○普通徴収の納付時期
　普通徴収の納期は、７月から翌年２月までの年８回で、当該月の月末が納付期限になっています。

月

納期 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

※随時期

随時

※納期まで日数がない場合、例外的に納期が「随時期」として設定されます。

○納期限までに納付しましょう　納期限ごとに当該月の月末が納期限となっていますので、
遅れずに納付しましょう。期限内の納付が困難な方は、高齢福祉課にご相談ください。

　次の事由が生じた場合、年度の途中で保険料の額が変更になることがあります。
▽北秋田市外への転出や死亡など、北秋田市の被保険者資格を喪失した場合
　被保険者であった期間（月単位）に応じて保険料を精算し、改めて変更後の保険料額をお知らせします。
▽保険料算定の基礎（根拠）となる市民税が所得更正等により変更されたり、生活保護を受給するなどした場合
　新たな保険料段階区分（第１段階～第９段階）で保険料を再計算し、改めて変更後の通知書をお送りします。

介護保険料の変更介護保険料の変更

平成29年７月６日以降に65歳になる方には、誕生日の翌月に
納入通知書及び介護保険料納付書を送付します。

今年度65歳になる方へ…今年度65歳になる方へ…
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前年の課税年金収入額＋合計
所得金額が80万円以下

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

　生活保護を受給している

市民税を納めている

前年の合計所得金額が

同じ世帯に市民税を納めている人がいる

介護保険料の段階及び保険料の決まりかた介護保険料の段階及び保険料の決まりかた

はい いいえ

いいえ

いいえ

いいえはい

はい

はい

　当市の介護保険料は９段階に区分されており、本人の所得や世帯の市民税の課税状況により段階が決定します。

第７段階 第８段階 第９段階

前年の課税年金収入額＋合計
所得金額が120万円以下
はい いいえ

前年の課税年金収入額＋合計
所得金額が80万円以下
はい いいえ

120
万
円
未
満

120
万
円
以
上

190
万
円
未
満

190
万
円
以
上

290
万
円
未
満

290
万
円
以
上

認知症グループホーム家賃等助成認知症グループホーム家賃等助成
　市では、認知症グループホームへ入
居している方に家賃等を助成し、経済
的負担の軽減を図っています。

　市では、認知症グループホームへ入
居している方に家賃等を助成し、経済
的負担の軽減を図っています。

【対象者】　▽事業の承認を受けた認知症グルー
　　　　　　プホームに入居している方
　　　　　▽前年の収入等が150万円未満の方
【助成額】　月額　5,000円～ 25,000円
　　　　　（収入等の金額により額が変ります）

※北秋田市内の認知症グループホームは、すべ
　て事業承認を受けています。
※収入等には、非課税年金が含まれます。
※配偶者がいる場合は、両者の収入合計が250
　万円を超えると該当しません。
　詳しくは、市のホームページをご覧になるか、
下記までお問い合わせください。

【対象者】　▽事業の承認を受けた認知症グルー
　　　　　　プホームに入居している方
　　　　　▽前年の収入等が150万円未満の方
【助成額】　月額　5,000円～ 25,000円
　　　　　（収入等の金額により額が変ります）

※北秋田市内の認知症グループホームは、すべ
　て事業承認を受けています。
※収入等には、非課税年金が含まれます。
※配偶者がいる場合は、両者の収入合計が250
　万円を超えると該当しません。
　詳しくは、市のホームページをご覧になるか、
下記までお問い合わせください。

◎お問い合わせ　高齢福祉課介護保険係　☎62-1112

算定式
基準額

段階

第１段階

保険料率

31,320円

保険料（年額）

基準額×0.45（月額 2,610円）

基準額×保険料率
5,800円（平成27～ 29年度）

段階別保険料額段階別保険料額

第２段階 基準額×0.70（月額 4,060円） 48,720円

第３段階 基準額×0.72（月額 4,176円） 50,112円

第４段階 基準額×0.90（月額 5,220円） 62,640円

第５段階 基準額×1.00（月額 5,800円） 69,600円

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

基準額×1.20（月額 6,960円） 83,520円

基準額×1.30（月額 7,540円） 90,480円

基準額×1.50（月額 8,700円） 104,400円

基準額×1.70（月額 9,860円） 118,320円
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　国民年金の第１号被保険者（学生・自営業・農林漁業者・無職の方）は、毎月
の保険料を納めていただく必要がありますが、収入の減少や失業等など、保険料
を納めることが難しい場合は、未納のままとせず「国民年金保険料免除・納付猶
予制度」の手続きを行ってください。
　※学生の方は「学生納付特例制度」を利用してください。

国民年金保険料の免除制度
７月から「平成29年度国民年金保険料免除・納付猶予制度」の申請受付がはじまります７月から「平成29年度国民年金保険料免除・納付猶予制度」の申請受付がはじまります

保険料免除制度
　保険料の免除制度は、全額免除、４分の３免除、半額免除、４分１免除の４種類があります。本人・
配偶者・世帯主それぞれの前年所得（１月から６月までに申請される場合は前々年所得）が一定額
以下の場合に、保険料が全額または一部が免除となります。
　なお、一部免除は、減額された保険料を納めないと未納期間となりますので、必ず納めてください。

保険料納付猶予制度
　50歳未満の方で、本人・配偶者それぞれの前年所得（１月から６月までに申請される場合は前々
年所得）が一定額以下の場合に、保険料の納付が猶予されます。
　※平成28年６月までは、30歳未満が納付猶予制度の対象となります。

※

　保険料の免除や納付猶予となった期間は、年金の受給資格期間に算入されます。ただし、
年金額を計算するときは、保険料免除期間は保険料を収めた時に比べて減額されます。
　免除を受けた期間は、10年以内であれば追納が可能です。追納することで、老齢基
礎年金の減額がなくなります。（追納時は、加算金が上乗せされます）

【お問い合わせ】　市民課国保年金係　　　　　☎６２‐１１１８
　　　　　　　　鷹巣年金事務所国民年金課　☎６２‐１４９０　

※日本年金機構のホームページにも詳し
　く掲載しています。

　国民年金基金は、老齢基礎年金の上積み年金として給付を行う公的な年金制度です。掛金全額が「社会
保険料控除」になるほか、税制面でも優遇されるたいへん有利な制度です。
　誰にでも必ず訪れる「老後」の備えとして、詳しい資料をご覧になってみませんか。

【問合せ】秋田県国民年金基金　☎0120-65-4192
ローゴヨイクニ

老後の備えは大丈夫ですか？　国民年金基金がお手伝いします老後の備えは大丈夫ですか？　国民年金基金がお手伝いします

　年金を受け取るために必要な保険料の納付期間が、25年から10年に短縮されま
した。対象となる方に日本年金機構より「短縮」と記載した黄色の封筒を順次お
届けしています。
　お手元に届きましたら「ねんきんダイヤル（0570-05-1165）」で予約の上、お
早めに手続きをお願いします。
【問合せ】鷹巣年金事務所　☎62-1490

年金を受け取るための納付期間が短縮年金を受け取るための納付期間が短縮
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○期限切れの受給者証は各自破棄してください。自治体職員を装い、受給者証や保険証などを騙し取る事件が
　多発しています。市職員が直接回収に伺うことはありませんのでご注意ください。
○加入されている健康保険（社保、共済、国保等）が変更になった場合には、速やかに市民課及び各窓口セ
　ンターにて手続きをお願いします。
《次の方はご相談ください》
〇65歳以上かつ身体障害者手帳４～６級をお持ちの方で、福祉医療費受給者証をお持ちでない方
　→国民健康保険加入者や社会保険被扶養者で、本人や同一世帯家族の所得金額が基準額を超えていなけれ
　　ば、「高齢身体障害者」に該当し福祉医療の対象となります。
〇高校生世代以下（18歳に達する日以後で最初の３月31日を迎えていない者）で、両親の一方が身体障害者　
　手帳１～２級程度の障害を有している場合
　→障害の程度や内容によりますが「ひとり親家庭」の要件に該当し、福祉医療の対象となる場合があります。
　　現在「乳幼児」の福祉医療を受給中の方も、上記の場合はご相談ください。
◇福祉医療を受けるためには必ず交付申請が必要です。遡及しての申請はできませんので、上記に該当すると
　思われる方は、市民課までご相談ください。

現在お持ちの福祉医療費受給者証の有効期限が平成29年７月31日の方は使用できなくなります
・対象者には７月末までに新しい受給者証を送ります。
・８月以降病院で受診される際は有効期限を確認のうえ、保険証と一緒に提示してください。
・市で平成28年中の所得が把握できない方（１月１日以降の転入者、未申告者）は前住所地より所得課税        
　証明書の取り寄せや申告を行う必要があります。該当する方には別途通知いたします。

福祉医療費受給者証が更新になります福祉医療費受給者証が更新になります

国保に加入されている70歳以上の方の限度額について見直しが行われ、平成29年８月から変更されます。
世代間の公平と負担能力に応じた負担とする見直しです。
みなさんの国保制度を維持していくためご協力をお願いします。
《自己負担限度額（月額）》

70歳からの高額療養費の自己負担限度額が変わります70歳からの高額療養費の自己負担限度額が変わります

　　　　　市民課国保年金係　　　☎６２‐１１１８　　合川総合窓口センター　☎７８‐２１１２
　　　　　森吉総合窓口センター　☎７２‐３１１５　　阿仁総合窓口センター　☎８２‐２１１２

問

現役並み所得者…同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の70歳以上の国保被保険者がいる方。※　
　一　般　…現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の方。
低所得者Ⅱ…同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の方。（低所得者Ⅰを除く）
低所得者Ⅰ…同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除を
　　　　　　差し引いたときに０円となる方。

詳しくは下記までお問い合わせください。

【70歳以上の方の所得区分】 ※申請により区分が「一般」となる場合があります。

所得区分 外来の自己
負担限度額

外来＋入院（世帯ごと）
の自己負担限度額

44,400 円

12,000 円

8,000 円

8,000 円

80,100 円＋
（医療費－267,000 円）

×１％
44,400 円
24,600 円

15,000 円

所得区分 外来の自己
負担限度額

外来＋入院（世帯ごと）
の自己負担限度額

57,600 円

14,000 円

8,000 円

8,000 円

80,100 円＋
（医療費－267,000 円）

×１％
 57,600 円
24,600 円

15,000 円

⇒
Ｈ29年８月
から変更 現役並み

所 得 者

一 般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

現役並み
所 得 者

一 般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ
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後期高齢者医療制度の後期高齢者医療制度の

加入者の皆さんへ加入者の皆さんへ

保険証が新しくなります保険証が新しくなります 申請の手続きは必要ありません申請の手続きは必要ありません

「75歳以上の後期高齢者」と「障がいのある65歳から74歳の
前期高齢者」を対象とした医療保険制度です。

後期高齢者医療制度とは

　今回は、保険料と８月から使用する保険証の送付についてお知らせします。

　８月１日から保険証が、むらさき色からみず色に
変わります。７月下旬に皆さんにお届けしますので、
８月１日以降は、新しい保険証を病院や薬局などの
窓口に提示してください。

今までお使いの保険証(むらさき色)
（有効期限）　平成29年７月31日まで
※８月１日以降は使用できません

新しい保険証(みず色)
（有効期限）　平成29年８月１日から
　１年間　　平成30年７月31日まで

　広域連合や市町村職員になりすまし、保険証をだ
まし取るという事件が発生しています。
　手口は「保険証の更新時期なので、
古い保険証を回収に来ました。新しい
保険証は後日郵送します」と説明し、
だまし取るというものです。
　だまし取られた保険証は、身分証明書として悪用
される場合がありますので、十分にご注意ください。
○職員が直接訪問し、古い保険証を回収するような
ことはありません。

○不審な訪問を受けた場合は、絶対にその場で保険
証は渡さず、お問い合わせ先へご連絡ください。

☆保険証の詐取にご注意ください！

　被保険者の所得に応じて、自己負担額の割合と上限が異なります。　被保険者の所得に応じて、自己負担額の割合と上限が異なります。医療費の自己負担額医療費の自己負担額

　現在、交付を受けている方で、引き続き世帯員全員が住民税非課税となる世帯の方には、保険証と一緒に「限
度額適用・標準負担額減額認定証」を送付します。
　入院したときに、この認定証を提示すると、入院時一部負担金と食事の負担額が減額されます。過去に交付
を受けていない方には送付されませんので、世帯員全員が住民税非課税で認定証が必要な方は、市民課または
各総合窓口センターで申請してください。

▽現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方へ

外来のみ《個人単位》所得区分

３割負担

課税世帯

非課税世帯

１
割
負
担

44,400円（57,600円）12,000円（14,000円）

8,000円
15,000円

24,600円

※平成29年８月から平成30年７月までは（　）内の自己負担額に変更となります。

現役並み所得者

一　般

低所得Ⅱ
(区分Ⅱ)

低所得Ⅰ
(区分Ⅰ)

外来＋入院《世帯単位》

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％44,400円（57,600円）
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後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料 平成28年中の所得に応じて保険料が決定します平成28年中の所得に応じて保険料が決定します

保険料の納め方保険料の納め方 納付方法は、特別徴収と普通徴収の２通り納付方法は、特別徴収と普通徴収の２通り

柔道整復、はり・きゅう、マッサージの医療費通知

ジェネリック医薬品（後発医薬品）に関する差額通知
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、最初に作られた薬（新薬：先発医薬品）と効き目や安全性が同
等であると証明され、厚生労働省が承認した安価な薬です。
　ジェネリック医薬品に切り替えることにより、自己負担額を３００円以上削減できると見込まれる方に
「ジェネリック医薬品に関するお知らせ」をお送りします。（７月、１月に送付予定）
　ジェネリック医薬品への切り替えにあたっては、主治医や薬剤師にご相談ください。

　被保険者証を使って医療機関の受診や柔道整復（整骨院等）、はり・きゅう、マッサージなどの施術を受
けた全被保険者に「医療費通知書」を送付します。
　医療費通知書には受診・施術の回数や医療費などが記載されています。その内容について、お訪ねする場
合がありますので、領収書と共に大切に保管してください。

○市民課国保年金係（本庁）　☎62‐1118　　 ○合川総合窓口センター　☎78‐2112
○森吉総合窓口センター　　☎72‐3115　　 ○阿仁総合窓口センター　☎82‐2112

　保険料をお知らせする通知書は、７月中旬
に皆さんへ送付します。

保険料＝均等割額＋所得割額
（所得×所得割率）

※保険料の賦課限度額　57万円

◇均等割額と所得割率

均等割額
所得割率

39,710円
８.07％

※所得が一定以下の世帯の方は、保険料が軽減され
ます。（軽減割合は右の表のとおり）

◎均等割額の軽減割合
世帯主及び被保険者の総所得金額が
下記基準を超えない世帯 軽減割合

基礎控除額（330,000円）

被保険者全員の年金収入が80万円
以下で、その他各所得がない

基礎控除額（330,000円）＋490,000円
×被保険者の数 ２割

基礎控除額（330,000円）＋270,000円
×被保険者の数

５割

８.５割

９割

７割

◎所得割額の軽減割合
被保険者本人の総所得金額等 軽減割合

２割
58万円以下（年金収入のみの場合は、
153万円～211万円以下）

後期高齢者医療に加入する前日に、職
場の健康保険等の被扶養者であった方

均等割額・・・県内の加入者全員に等しく納めてい
ただく金額

所得割額・・・加入者本人の所得に応じて納めてい
ただく金額

　原則は、年金からの天引き(特別徴収)ですが、条
件により納付書や口座振替(普通徴収)で、納付して
いただきます。

▽特別徴収…年６回の年金受給時に年金受給額から
保険料が天引きされます。

▽普通徴収…７月末から翌年２月までの最大年８回、
市役所や市内金融機関の窓口、または
口座振替で納めていただきます。

普通徴収の方へ

納付は口座振替が便利です

　納付書で保険料を納める方については、納め忘れ
や納付書の紛失が多発していますが、口座振替の手
続きをすれば、納め忘れや納めに行く手間が無くな
り、とても便利です。
　口座振替を希望する方は、通帳と通帳印をお持ち
になって金融機関の窓口でお手続きください。

お問い合わせ
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みんなで支えよう大切な笑顔国 保
　国民健康保険は、万が一の病気やけがなどに備えて、加入者がお互いに協力
して掛金（国民健康保険税）を出し合い、病気やけがをしたときの医療費にあ
てる相互助け合いの制度です。国民健康保険税は、制度の維持・運営と加入者
の健康を支える大切な財源ですので、納期内に納めましょう。

納税義務者

納付方法

税率等と算定方式

　国民健康保険税の納税義務者は世帯主になります。
　世帯主が国民健康保険以外の健康保険に加入していても、世帯のどなたかが国民健康保険に加入している場
合は、世帯主に国民健康保険税が課せられます。（納税通知書及び納付書は世帯主に交付します）

　納付の方法は、普通徴収（納付書又は口座振替）と
特別徴収（年金からの天引き）の２通りあります。　
　普通徴収の場合は、７月に郵送する納付書により、
近くの金融機関や市役所（本庁舎、分庁舎及び各総合
窓口センター、出張所）の会計窓口で納めていただき
ます。口座振替の手続きをされている方は、各納期限
の日に届出の口座から自動的に引き落としになります。
　北秋田市内の郵便局及び東北６県のゆうちょ銀行や
郵便局でも納付できます。（ただし、納期限内に限り
ます）

《特別徴収の対象となる方》
次の条件を全て満たしている方です。
○賦課期日（４月１日）に納税義務者（世帯主）が国
民健康保険の被保険者であること
○国民健康保険の被保険者が、全員65歳以上75歳未
満であること
○納税義務者の特別徴収となる年金受給額が年額18
万円以上であること
○納税義務者の介護保険料と国民健康保険税の合計額
が年金受給額の２分の１以下であること
※特別徴収初年度の方は、開始が10月からとなるため、
第１期、第２期、第３期分は普通徴収になります。世
帯主が75歳になる年度は普通徴収になります。

第７期＝１月末
第８期＝２月末

第１期＝７月末
第２期＝８月末
第３期＝９月末

《普通徴収の納期》

《特別徴収月》

第４期＝10月末
第５期＝11月末
第６期＝12月25日

　平成29年度の４月・６月・８月の仮徴収額は、平成29年２月
の年金天引き額と同額です。仮徴収は、７月に決定する年税額に
かかわらず天引きされ、差額分がある場合はその後調整されます。

４月･６月･８月･10月･12月･２月

特別徴収から口座振替による普通徴収への納付方法の変更は
可能です。要件がありますので詳細はお問い合わせください。

③平等割 
①所得割 ②均等割

〈１人あたり〉 課税限度額

9.15％
1.95％
2.10％

24,000円
4,000円
7,000円

24,000円
4,000円
6,000円

12,000円
2,000円
6,000円

医 療 分
支援金分
介 護 分

54万円
19万円
16万円

18,000円
3,000円
6,000円

特定世帯以外 特定世帯 特定継続世帯区　分

　国民健康保険の重要な財源である国民健康保険税は、下記表①～③項目の３方式で算定し、１年間の税額が決
まります。国民健康保険税は、医療分と後期高齢者支援金等分（以下「支援金分」という）と介護分（40歳か
ら64歳の加入者がいる世帯のみ）を合算したものが課税されます。本年度の税率等は次の表のとおりです。

所得割…各加入者の前年の所得から33万円を差し引いた後の額に税率を適用して計算
均等割…加入者数に応じて計算　／　平等割…１世帯あたりにかかる額
課税限度額…世帯に課税される年税額の上限
特定世帯…国民健康保険から後期高齢者医療制度に加入した方がいる世帯のうち、国民健康保険の被保険者が
１人だけの世帯（５年間限定）
特定継続世帯…特定世帯に該当して５年経過後、さらに３年間の軽減期間が延長された世帯



広報きたあきた　2017.　7.　127

軽減制度について

国保税の納付は口座振替で

国保税を滞納すると

減免制度について

　平成29年４月１日現在の国民健康保険加入世帯の世帯主、被保険者及び特定同一世帯所属者の前年の合算所
得により判定します。（所得未申告者がいる場合は、軽減対象になりません）
　平成29年４月２日以降に加入した世帯や世帯主の変更などがあったときは、その時点の加入者の前年の合算
所得により判定します。
　○青色専従者給与額または事業専従者控除額は、その事業主の所得として判定します。
　○土地等の収用等による譲渡所得は、特別控除前の額で判定します。
　○65歳以上の方の公的年金等の所得は、年金所得から15万円を控除した額で判定します。
《軽減割合》
　軽減割合は、下記の判定基準に従って７割・５割・２割となり、軽減額は医療分、支援金分、介護分それぞ
れの均等割額・平等割額の７・５・２割の額が軽減されます。申請等の手続きは必要ありません。

特定同一世帯所属者…後期高齢者医療制度に移行したため国保の被保険者資格を喪失した
方で、国保喪失日以降も継続して同一世帯に属している方

　口座振替にすると、金融機関の口座から自動的に引き落とさ
れ、一度手続きをすると翌年以降も継続されます。納期ごとに
納めに行く手間もはぶけ、納め忘れの心配もありません。便利
で安心な口座振替をぜひご利用ください。
　お申し込みは、①国保税の納付書、②預金通帳、③通帳届出印
をお持ちになり、市内の金融機関で手続きをしてください。

　災害など特別な事情がないのに国民健康保険税を滞納すると、
一旦医療費を全額自己負担しなければならない場合（被保険者
資格証明書の交付）があります。
　納税が困難なときはそのままにせず、早めに分割納付などの
納税相談にお越しください。

　次の①～③のいずれかに該当する場合で、納期限の延長や猶予を行っても、なお担税力がない
と認められると一時的な救済措置として減免される場合があります。
　なお、申請する方は、納期限までに申請書等を提出してください。
①震災、風水害、火災等の災害により納税義務者等の所有する財産に甚大な損失を被った場合
②生活困窮のため公私の扶助を受けているまたはこれに準ずると認められる場合
③失業、疾病、負傷等やむを得ない事情により、所得が皆無または著しく減少し、生計の維持が困難な場合

《非自発的失業者への軽減制度》
　倒産や解雇などの非自発的理由により失業された方に対し、軽減制度が設けられています。
　この制度は、雇用保険の特定受給資格者及び特定理由離職者の方について、前年の給与所得を100分の30と
みなして算定するものです。この軽減を受けるためには、本庁、各総合窓口センターの国民健康保険の窓口で
届出が必要です。届出の際には、個人番号が確認できる書類と雇用保険受給資格者証、印鑑をお持ちください。

７割
５割
２割（加入者数＋特定同一世帯所属者数）×49万円＋33万円以下の場合

（加入者数＋特定同一世帯所属者数）×27万円＋33万円以下の場合

軽減判定基準額 軽減割合
33万円以下の場合

◎お問い合わせ先◎お問い合わせ先
国民健康保険税の課税、納付に関すること
税務課市税係（課税）
税務課収納係（収納）

国民健康保険に関すること
市民課国保年金係（本庁）
合川総合窓口センター
森吉総合窓口センター
前田出張所
阿仁総合窓口センター
大阿仁出張所

☎62‐1116
☎62‐1115

☎62‐1118
☎78‐2112
☎72‐3115
☎75‐2111
☎82‐2112
☎84‐2311
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■合川公民館
［ロビー展］７/21（金）～８/９（木） 
陶芸ひまわりの会
■森吉公民館　☎72‐3259
［サロン展］７/27（木）まで
もりよし写真クラブ写真展
■文化会館　☎62‐3311
▼７/30（日）第15回秋田県ジュニ
アピアノコンクール県北地区予選
＝開場9:00～（入場無料）

■スポーツ　☎62‐3800
▼７/１（土）～２（日）県民体育大
会フェンシング競技＝合川体育館
▼７/１（土）～２（日）第４回北秋
田学童野球大会兼第48回大北２区
小学校野球大会＝中央公園野球場
▼７/１（土）～２（日）東北高校招
待野球大会＝合川野球場
▼７/２（日）天皇賜杯第72回軟式
野球北鹿ブロック予選大会＝森吉
野球場

▼７/２（日）第３回春季一般男子
ソフトボール選手権大会＝河川公
園野球場・ソフトボール場
▼７/５（水）～６日（木）北秋田市
チーム対抗卓球大会＝鷹巣体育館
▼７/８（土）北秋田市バレーボール
協会長杯８人制大会＝鷹巣体育館
▼７/８（土）～９（日）ＯＢ野球森
吉大会＝森吉野球場
▼７/９（日）近藤健一郎杯争奪ミ
ニテニス交流大会＝鷹巣体育館 
▼７/９（日）東日本軟式野球２部
北秋田予選＝中央公園野球場
▼７/15（土）～17（月）秋田県中学
校総体バレーボール大会＝鷹巣体
育館
▼７/16（日）東日本軟式野球１部
北秋田予選＝中央公園野球場
▼７/22（土）ＪＡ共済学童野球大
会ＪＡあきた北央大会＝森吉野球場
▼７/22（土）朝起きソフトテニス
選手権＝中央公園テニスコート

▼７/22（土）～23（日）北秋田市大
太鼓オープンラージボール卓球大
会＝鷹巣体育館
▼７/24（月）内陸線利用500歳野
球大会＝中央公園野球場
▼７/28（金）比内支援学校たかの
す校ユニホック交流戦＝鷹巣体育
館
▼７/30（日）剣道審判研修会＝鷹
巣体育館
▼７/30（日）第９回北秋田市長杯
ソフトボール大会＝河川公園野球
場・ソフトボール場
▼７/30（日）第32回北秋田市民陸
上選手権大会＝鷹巣陸上競技場

高校生以上
中学生以下

100円 
 50円

820円 
410円

１回 回数券（10回）利用料金利用料金

合川プール開場のご案内合川プール開場のご案内
期間 ７月１日（土）～８月31日（木）

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田
虹
の
会
」

　

が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不

安
や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り

ま
す
）ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。　

期
日　
７
月
27
日（
木
）

時
間　
13
時
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設　
　

　
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ・北
秋
田

☎
62‐
６
６
６
６

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
７
月
28
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
予
約
は
前
日
午
前
ま
で
受
付
。

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

問
予
問

７月の休館日
■鷹巣図書館　☎62‐3311
　５日、12日、16日、
　17日、19日、26日
【開館時間】 午前９時～午後７時
　※土日、振替休日は午後５時まで
■森吉図書館　☎72‐3192
　５日、12日、16日、
　17日、19日、26日
【開館時間】 午前９時～午後５時

古民家で民話を聞こう古民家で民話を聞こう

主　催　鷹巣南小学校お話会クローバーＺ

入場

 無料！ 無料！

七日市の長岐邸で語り部が地域の民話を語ります
開催日　８月１日（火）　10:00 ～ 12:00
場　所　北秋田市文化財　七日市長岐邸

　　 クローバーＺ　代表　長岐 　☎66‐2021申問

北秋田市市民提案型まちづくり事業補助金活用事業

■
７
月
５
日（
水
） 

秋
田
土
建
㈱

米
内
沢
生
コ
ン
工
場

10
時
〜
11
時
30
分

13
時
〜
16
時

（ （■
７
月
26
日（
水
） 

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

10
時
〜
11
時
30
分

13
時
〜
16
時

献
血
日
程

献
血
日
程
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母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
７
月
３
日
、10
日
、24
日
、31
日

　
　
　
※
い
ず
れ
も
月
曜
日

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
又
は
通
知
書
と
、
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
）

日
時　
７
月
20
日（
木
）

時
間　
18
時
〜
20
時
15
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
予
定
日
が
11
月
〜
１
月
の
妊
婦
と
夫

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳 

／ 

エ
プ
ロ
ン

申
込
締
切　
７
月
13
日（
木
）

に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン（
子
育
て
サ
ー
ク
ル
）

日
時　
８
月
４
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
未
入
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　
絵
本
読
み
聞
か
せ

※
申
込
不
要
。直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

７
月
の
乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル
他

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
７
月
26
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
29
年
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
７
月
26
日（
水
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
28
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
７
月
26
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
28
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
５
歳
児
健
康
相
談（
森
吉
地
区
）

　
場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

　
期
日　
７
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間　
13
時
〜
13
時
15
分

　
対
象　
平
成
24
年
４・
５・
６・
７
月
生

　
　
　
　
ま
れ
の
子　

　
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
７
月
21
日（
金
）

　
場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
28
年
６
月
生
ま
れ
の
子

　
　
　
　
平
成
28
年
７
月
生
ま
れ
の
子

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
７
月
28
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
７
月
13
日（
木
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
７
月
21
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
７
月
24
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

自
分
測
定
日

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　
日
時　
７
月
24
日（
月
） 

９
時
〜
16
時

　
場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明

　

　
健
康 　
　
医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

▼
５
月
10
日
の
健
診

千
葉
て
っ
し
ょ
う

泉
谷
た
く
と

櫻
田
く
れ
は

佐
々
木
り
お

松
岡
か
な
と

平

川

み

り

鈴
木
は
る
や

左
京
ひ
ろ
た
け

髙
杉
た
い
ら

近
藤
あ
の
ん

市

川

り

お

米
澤
し
ゅ
う
や

武

石

り

く

織
山
と
う
こ

安
部
か
い
り

土
佐
ま
ゆ
き

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

舟
見
町

大

沢

松
ヶ
丘

川

向

大

町

李

岱

新

中

上
新
町

浦

田

松
ヶ
丘

道

城

中
道
岱

根
小
屋

根
森
田

羽
根
山

中
道
岱
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青
い
羽
根
募
金
運
動
の
ご
協
力
を

　
青
い
羽
根
募
金
運
動
は
、
昭
和
25
年
か

ら
社
団
法
人
日
本
水
難
救
済
会
が
水
難
救

済
事
業
の
推
進
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
本

県
で
も
水
難
事
故
の
根
絶
と
事
故
防
止
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
い
羽
根
募
金
運
動
の
際
に
は
、市
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
危
機
管
理
係
☎
62‐
６
６
０
２

北
秋
田
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　
リ
サ
イ
ク
ル
や
エ
コ
活
動
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ

り
ま
す
。楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
23
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

生
活
課
地
域
推
進
係
☎
62
‐
６
６
２
８

ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ

　
　
　
　
〜
認
知
症
を
学
ぶ
〜

　
認
知
症
の
こ
と
や
医
療
・
介
護
の
こ
と
、

日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と
な
ど
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
19
日（
水
） 

10
時
〜
15
時

場
所　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

69‐
７
０
６
１

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
受
け
て
い
る
方
へ

毎
年
８
月
に「
現
況
届
」を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。受
給
者
に
は
、市
か
ら
お

知
ら
せ
の
文
書
を
送
付
し
ま
す
。忘
れ
ず

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係
☎
62‐
６
６
３
８

高
校
生
福
祉
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

福
祉
施
設
等
へ
の
進
路
を
希
望
し
た
り
、

福
祉
に
関
心
の
あ
る
高
校
生
に
対
し
、仕

事
や
職
場
の
現
状
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う

と
と
も
に
、仕
事
内
容
や
資
格
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

対
象　
高
校
生
、進
路
指
導
担
当
教
諭

定
員　
30
人
程
度

期
日　
７
月
28
日（
金
）〜
29
日（
土
）

会
場　
秋
田
県
北
部
老
人
福
祉
総
合
エ
リ

　
　
　
ア（
北
部
エ
リ
ア
）

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
締
切　
７
月
14
日（
金
）

秋
田
県
北
部
老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア

　
　
☎
０
１
８
６‐47‐
７
０
７
０

　
　
０
１
８
６‐47‐
７
０
７
１

問問 問

問
申
問

お
知
ら
せ

FAX

●
狂
犬
病
予
防
注
射
集
団
接
種（
７
月
）

期
日　
７
月
８
日（
土
）

時
間　
９
時
〜
11
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
裏
駐
車
場

注
射
料　
３
２
５
０
円

　

 

生
活
課
環
境
係 

☎
62‐

１
１
１
０

問

問 問

ねんりんピック秋田2017ねんりんピック秋田2017
～秋田からつながれ！つらなれ！長寿の輪～
平成29年９月９日（土）～９月12日（火）

～秋田からつながれ！つらなれ！長寿の輪～
平成29年９月９日（土）～９月12日（火）

《北秋田市開催種目》

〇ねんりんピックとは？
　60歳以上の方々を中心とした健康と福祉の祭典で、
今年は記念すべき第30回となっています。県内各地
で様々な種目の交流大会が行われます。観戦は自由
ですので、ぜひ応援に駆けつけてください！

日程

会場

北秋田市からは12人の選手が参加！

健康マージャン交流大会健康マージャン交流大会

鷹巣体育館（北秋田市鷹巣字東中岱11番地）

９月10日（日）

９月11日（月） 

開始式
団体戦
団体戦表彰式
個人戦
個人戦表彰式
終了式

９：30～10：20
10：30～16：00
９：30～10：00
10：10～15：00
16：00～16：40

福祉課こども福祉係　☎62̶6638

児童扶養手当を受けている方へ
児童扶養手当…父母が離婚または１年以上行方不
明、死亡した場合などにより児童を養育している
父母又は養育者で、前年の所得が一定額未満の場
合に支給される手当です。受給者は毎年８月に現
況届を提出する必要があります。

【現況届の提出および面接日】

▽阿仁地区 ８月２日（水） 阿仁総合窓口センター
▽森吉地区 ８月３日（木） 森吉総合窓口センター
▽合川地区 ８月４日（金） 合川公民館
▽鷹巣地区 ８月８日（火）～10日（木） 市役所本庁舎
【時間】　９:00～18:30

▽平成29年１月２日以降に北秋田市へ転入され
た方は転入前の住所地市町村から『平成29年度
課税証明書』を取得する必要があります。
▽該当者には７月下旬頃、市から通知します。
届かない場合や都合のつかない方はご連絡ください。
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ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

農
作
業
や
登
山
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
山
や

野
外
で
活
動
す
る
と
き
に
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、出
会
わ
な
い
、引
き
寄
せ
な

い
こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◇
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

・
単
独
行
動
を
避
け
、複
数
人
で
行
動
す
る
。

・
足
跡
や
糞
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
す
。

・
小
グ
マ
を
見
か
け
て
も
、そ
ば
に
必
ず

　

親
グ
マ
が
い
る
と
考
え
、け
っ
し
て
近

　
づ
か
な
い
。

◇
ク
マ
の
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
ク
マ
に
関
す
る
情
報
が
多
く
集
ま
れ
ば
、

パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
対
策
が
迅
速
に
実
施
で

き
ま
す
。ク
マ
を
目
撃
し
た
場
所
、時
間
、

大
き
さ
な
ど
で
き
る
だ
け
詳
細
に
お
願
い

し
ま
す
。

農
林
課
林
業
振
興
係
☎
72‐
５
２
４
１

問

　 危機管理係 ☎62‐6602問

43

採
れ
た
て
野
菜
が
身
近
に
あ
る
北
秋
田
市
！
直
売
所
に
も
色
と
り
ど
り
の
採
れ
た
て
野
菜
が
並
び
ま
す
♪

お
す
そ
わ
け
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
ひ
と
つ
の
シ
ェ
ア
文
化
で
す
ね
！
み
ん
な
で
美
味
し
い
夏
を
！

不測の事態に備えて 防災メールの登録を！不測の事態に備えて 防災メールの登録を！
　市では、災害が差し迫っている際に発表する「避難勧告」や
「気象情報」を、携帯電話へメールでお知らせします。災害時に
速やかな行動をとれるよう、ぜひご登録をお願いします。
《登録方法》
右のＱＲコードを読み取り、ページへ
アクセスして登録。
（注）迷惑メール等の受信拒否設定をしている場合
　　ドメインを指定する必要があります。
ドメイン「＠city.kitaakita.akita.jp」

北秋田市商業振興子育て応援プレミアム商品券北秋田市商業振興子育て応援プレミアム商品券

問

※（見本）このようなハガキが届きます※

親展
料金後納
郵　便

郵便はがき

 北秋田市商業振興子育て応援
プレミアム商品券購入申込み案内

〒018‐0000　　北秋田市花園町19－1

　　　　　　　  北秋田　太郎　様

重要

●子育て応援プレミアム商品券発行総額　　【6,000万円】
　このハガキを持参した方のみ、１枚1,000円の商品券を12枚
　綴りにしたものを、10,000円で販売します。
　このハガキは１回限り有効で、５セットまで購入できます。
●発売日　【平成29年８月４日（金）から販売します】
　販売時間は、９時～17時までとなります。
●使用期間　平成29年８月４日（金）～平成30年１月31日（水）
●販売場所・販売期間
　北秋田市商工会本所　☎62-1850
　平成29年８月４日（金）～平成30年１月31日（水）
　合川支所 ☎78-2346　森吉支所 ☎72-3149
　阿仁支所 ☎82-2206　
　平成29年８月４日（金）～平成29年８月10日（木）
※購入希望者は、内側の氏名・住所等を事前にご記入願います。

　 商工観光課商工労働係 ☎72‐3112

子育て世帯を対象に商品券を販売します！
対象者の方には７月下旬頃、右記のハガキが届きます。
購入時に引き換えとなりますので大切に保管して
ください。（再発行は原則致しません）

【販売期間】 ８月４日（金）～９月29日（金）
　　　　　　　　　※（完売次第終了）
【対象者】
平成29年７月31日時点において、平成11年４月２
日以降生まれの子どもがいる世帯

１セット（商品券1,000円×12枚）を10,000円で販売
します。ハガキ１枚につき５セットまで購入できます。
（内訳） 共通券８枚（全加盟店で使用可）
　　　 専用券４枚（地元事業所のみで使用可）

詳しくはハガキをご覧ください。
　 北秋田市商工会 ☎62‐1850



32広報きたあきた　2017.　7.　1

20172017

秋田内陸線ウオーク秋田内陸線ウオーク

岩野目駅～荒瀬駅 約 10 ㎞

参加費　　300 円　※各回とも申込は２日前まで

　 秋田内陸縦貫鉄道本社 ☎82‐3231問
受付場所・時間　各スタート駅 ９：00受付開始

第４回第４回
期日 ７月９日（日） 

― 秋まで８回開催！ ―

八津駅～松葉駅 約９㎞第５回第５回
期日 ７月23日（日）

認知症サポーター認知症サポーター

７月19日（水）13時30分～15時日時

場所 げんきワールド
［定員］ 先着 20人［参加費］ 無料！

　　 地域包括支援センター ☎69‐7061

「認知症サポーター」とは…　認知症を正しく
理解し、もし身近に認知症の人がいたときに
そっと見守る、そっと手助けする方たちです。

養 成 講 座養 成 講 座

申問

※
口
述
・
身
体
検
査
は
９
月
23
日（
土
）〜

９
月
27
日（
日
）内
指
定
す
る
１
日
。

※
受
付
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

《
航
空
学
生（
男
女
）》

受
験
資
格　
18
歳
以
上
で
21
歳
未
満
の
者

第
1
次
試
験　
９
月
18
日（
月
）

申
込
締
切　
９
月
８
日（
金
）

※
各
試
験
会
場
等
の
詳
細
に
関
し
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大
館

出
張
所 

☎
０
１
８
６‐42‐
１
３
９
８

上
級
救
命
講
習
会

日
時　
９
月
３
日（
日
）　
９
時
〜
17
時

場
所　
北
秋
田
市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人

対
象
者　
中
学
生
以
上

受
講
料　
無
料
（
参
加
者
へ
応
急
手
当　

　
　
　

 　
　
　
セ
ッ
ト
を
進
呈
し
ま
す
）

講
習
内
容

◇
成
人
・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法

◇
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使

用
法

◇
異
物
除
去
要
領　
な
ど

※
講
習
を
修
了
し
た
方
に
は「
上
級
救
命

講
習
修
了
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

締
切　
８
月
27
日（
日
）

北
秋
田
市
消
防
署
救
急
係

☎
62‐
１
１
１
９

　
63‐
１
１
１
９

秋
田
県
警
察
官
等
採
用
試
験

試
験
区
分　
警
察
官
Ｂ
／
女
性
警
察
官
Ｂ

　
　
　
　
／
警
察
事
務（
高
校
卒
業
程
度
）

受
付
期
間

　
７
月
19
日（
水
）〜
８
月
18
日（
金
）

第
１
次
試
験

　
【
警
察
官
Ｂ・女
性
警
察
官
Ｂ
】

　
　
９
月
16
日（
土
）、17
日（
日
） 

　
【
警
察
事
務
】

　
　
９
月
24
日（
日
）

第
２
次
試
験　
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

採
用
予
定
日　
平
成
30
年
４
月
１
日

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署 

警
務
課☎

62‐
１
２
４
５

自
衛
官
等
採
用
試
験

《
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）》

受
験
資
格　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

　
　
　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

第
1
次
試
験　
９
月
16
日（
土
）／
17
日（
日
）

　
　
　
　
　
の
ど
ち
ら
か
指
定
す
る
１
日

申
込
締
切　
９
月
８
日（
金
）

《
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）》

受
験
資
格　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

　
　
　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試
験
日　
①
７
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
②
９
月
16
日（
土
）／
17
日（
日
）

　
　
　
　
の
ど
ち
ら
か
指
定
す
る
１
日

※
②
は
筆
記
の
み
。

お
知
ら
せ

FAX

問
企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

時
間　
８
時
30
分
〜
15
時

定
員　
先
着
10
人

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

▽
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
級
講
習

期
間　
７
月
27
日（
木
）、
28
日（
金
）

内
容　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作

テ
キ
ス
ト
代　

１
２
９
６
円

申
込
締
切　
７
月
14
日（
金
）

▽
ワ
ー
ド
中
級
講
習

期
間　
８
月
３
日（
木
）、
４
日（
金
）

内
容　
文
書
作
成
、
表
の
作
成 

な
ど

テ
キ
ス
ト
代　

１
４
０
４
円

申
込
締
切　
７
月
24
日（
月
）

▽
エ
ク
セ
ル
中
級
講
習

期
間　
８
月
24
日（
木
）、
25
日（
金
）

内
容　
家
計
簿
作
成
を
通
し
て
集
計
や
グ

　
　
ラ
フ
の
作
成

テ
キ
ス
ト
代　
５
４
０
円

申
込
締
切　
８
月
14
日（
月
）

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84‐
８
３
５
１

自
衛
官
採
用
制
度
等
の
出
張
説
明
会

各
市
町
村
に
出
張
し
て
個
別
に
自
衛
官

採
用
制
度
等
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大
館
出

張
所 

☎
０
１
８
６‐42‐
１
３
９
８

申
問

申
問

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

　
模
擬
裁
判
を
通
じ
て
、
刑
事
事
件
の
在

り
方
や
、
異
な
る
立
場
の
人
の
意
見
を
聞

い
て
、
考
え
、
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
弁

護
士
と
の
昼
食
会
も
あ
り
ま
す
。

期
日　
８
月
８
日（
火
）

時
間　
10
時
30
分
〜
15
時
40
分

場
所　
秋
田
弁
護
士
会
館

対
象　
秋
田
県
内
在
住
の
中
学
生
・
教
員

定
員　
中
学
生
24
人
、
教
員
10
人

参
加
費　
無
料（
昼
食
・
お
茶
付
き
）

申
込
締
切　
７
月
20
日（
木
）

秋
田
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
１
８‐

８
６
２‐

３
７
７
０
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北秋田市市民提案型まちづくり事業補助金活用事業

北秋
田最大級の音楽イベント北秋
田最大級の音楽イベント

よさこいダンスよさこいダンス

日時日時 ７月16日（日）９：10～
場所場所

大館能代空港
ふれあい緑地コンサート会場

入場料入場料 １５００円 中学生以下 無料！中学生以下 無料！

《前売券　一般 1000 円・高校生 500 円》
※チケット等詳細はお問い合わせください

　 ぶっ飛びLive実行委員会 ☎050-3709-4009

ＶＯＬ.２ＶＯＬ.２

（開場）8:00

バンド演奏バンド演奏

飲食・屋台飲食・屋台 地元物産販売地元物産販売

問

　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ 月額13,700円～31,000円
胡桃館団地･･･綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額13,100円～22,000円

▽木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
上杉駅前団地･･･上杉字屋布岱61‐52★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額25,100円～57,600円
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33‐1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000円～70,000円
上岱団地･･･阿仁水無字上岱64‐2★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～34,300円
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4‐6★
　木造２階２戸建３ＬＤＫ 月額17,500～40,200円
畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147

▽木造平長屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,900円～54,900円★

▽木造平長屋５戸建１ＬＤＫ 月額19,100円～43,900円
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,800円（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません
各住宅の設備等については、市のホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　７月３日（月）～７日（金）
　　　　　　第２回　７月12日（水）～18日（火）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

 市営住宅入居者募集
※
口
述
・
身
体
検
査
は
９
月
23
日（
土
）〜

９
月
27
日（
日
）内
指
定
す
る
１
日
。

※
受
付
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

《
航
空
学
生（
男
女
）》

受
験
資
格　
18
歳
以
上
で
21
歳
未
満
の
者

第
1
次
試
験　
９
月
18
日（
月
）

申
込
締
切　
９
月
８
日（
金
）

※
各
試
験
会
場
等
の
詳
細
に
関
し
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大
館

出
張
所 

☎
０
１
８
６‐42‐
１
３
９
８

上
級
救
命
講
習
会

日
時　
９
月
３
日（
日
）　
９
時
〜
17
時

場
所　
北
秋
田
市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人

対
象
者　
中
学
生
以
上

受
講
料　
無
料
（
参
加
者
へ
応
急
手
当　

　
　
　

 　
　
　
セ
ッ
ト
を
進
呈
し
ま
す
）

講
習
内
容

◇
成
人
・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法

◇
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使

用
法

◇
異
物
除
去
要
領　
な
ど

※
講
習
を
修
了
し
た
方
に
は「
上
級
救
命

講
習
修
了
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

締
切　
８
月
27
日（
日
）

北
秋
田
市
消
防
署
救
急
係

☎
62‐
１
１
１
９

　
63‐
１
１
１
９

秋
田
県
警
察
官
等
採
用
試
験

試
験
区
分　
警
察
官
Ｂ
／
女
性
警
察
官
Ｂ

　
　
　
　
／
警
察
事
務（
高
校
卒
業
程
度
）

受
付
期
間

　
７
月
19
日（
水
）〜
８
月
18
日（
金
）

第
１
次
試
験

　
【
警
察
官
Ｂ・女
性
警
察
官
Ｂ
】

　
　
９
月
16
日（
土
）、17
日（
日
） 

　
【
警
察
事
務
】

　
　
９
月
24
日（
日
）

第
２
次
試
験　
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

採
用
予
定
日　
平
成
30
年
４
月
１
日

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署 

警
務
課☎

62‐
１
２
４
５

自
衛
官
等
採
用
試
験

《
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）》

受
験
資
格　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

　
　
　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

第
1
次
試
験　
９
月
16
日（
土
）／
17
日（
日
）

　
　
　
　
　
の
ど
ち
ら
か
指
定
す
る
１
日

申
込
締
切　
９
月
８
日（
金
）

《
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）》

受
験
資
格　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

　
　
　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試
験
日　
①
７
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
②
９
月
16
日（
土
）／
17
日（
日
）

　
　
　
　
の
ど
ち
ら
か
指
定
す
る
１
日

※
②
は
筆
記
の
み
。

申
問

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

時
間　
８
時
30
分
〜
15
時

定
員　
先
着
10
人

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

▽
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
級
講
習

期
間　
７
月
27
日（
木
）、
28
日（
金
）

内
容　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本
操
作

テ
キ
ス
ト
代　

１
２
９
６
円

申
込
締
切　
７
月
14
日（
金
）

▽
ワ
ー
ド
中
級
講
習

期
間　
８
月
３
日（
木
）、
４
日（
金
）

内
容　
文
書
作
成
、
表
の
作
成 

な
ど

テ
キ
ス
ト
代　

１
４
０
４
円

申
込
締
切　
７
月
24
日（
月
）

▽
エ
ク
セ
ル
中
級
講
習

期
間　
８
月
24
日（
木
）、
25
日（
金
）

内
容　
家
計
簿
作
成
を
通
し
て
集
計
や
グ

　
　
ラ
フ
の
作
成

テ
キ
ス
ト
代　
５
４
０
円

申
込
締
切　
８
月
14
日（
月
）

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84‐
８
３
５
１

自
衛
官
採
用
制
度
等
の
出
張
説
明
会

各
市
町
村
に
出
張
し
て
個
別
に
自
衛
官

採
用
制
度
等
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大
館
出

張
所 

☎
０
１
８
６‐42‐
１
３
９
８

申
問問

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

　
模
擬
裁
判
を
通
じ
て
、
刑
事
事
件
の
在

り
方
や
、
異
な
る
立
場
の
人
の
意
見
を
聞

い
て
、
考
え
、
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
弁

護
士
と
の
昼
食
会
も
あ
り
ま
す
。

期
日　
８
月
８
日（
火
）

時
間　
10
時
30
分
〜
15
時
40
分

場
所　
秋
田
弁
護
士
会
館

対
象　
秋
田
県
内
在
住
の
中
学
生
・
教
員

定
員　
中
学
生
24
人
、
教
員
10
人

参
加
費　
無
料（
昼
食
・
お
茶
付
き
）

申
込
締
切　
７
月
20
日（
木
）

秋
田
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
１
８‐

８
６
２‐

３
７
７
０
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お
知
ら
せ

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

《
４
月
》

▽
慶
弔
費　
５
万
２
４
０
０
円
（
３
件
）

▽
会　
費　
２
万
６
５
０
０
円
（
６
件
）

▽
そ
の
他　
７
万
８
４
１
６
円
（
３
件
）

▽
合　
計　
15
万
７
３
１
６
円
（
12
件
）

《
５
月
》

▽
慶
弔
費　
６
万
３
０
０
０
円
（
３
件
）

▽
会　
費　
７
万
３
０
０
０
円
（
11
件
）

▽
そ
の
他　
７
７
６
６
円
（
２
件
）

▽
合　
計　
14
万
３
７
６
６
円
（
16
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

入
札
結
果
の
公
表
《
５
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
鷹
巣
南
小
学
校
プ
ー
ル
塗
装
工
事
／
３

８
３
万
４
０
０
０
円
／
鈴
木
塗
装
㈱
▼
鷹

巣
小
学
校
プ
ー
ル
ろ
材
交
換
工
事
／
２
６

７
万
８
４
０
０
円
／
㈱
柴
田
水
道
施
設
▼

鷹
巣
中
学
校
プ
ー
ル
ろ
材
交
換
工
事
／
２

９
２
万
６
８
０
０
円
／
㈲
中
嶋
施
設
工
業

▼
本
庁
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
／
７
０
７
万

４
０
０
０
円
／
㈲
和
田
設
備
工
業
▼
坊
沢

簡
易
水
道
浄
水
場
フ
ェ
ン
ス
取
替
工
事
／

２
５
３
万
８
０
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▼

舗
装
維
持
工
事（
1
級
市
道
李
岱
川
井
線
）

／
６
８
０
万
４
０
０
０
円
／
㈱
佐
藤
庫
組

▼
浜
辺
の
歌
音
楽
館
冷
暖
房
設
備
入
替
工

事
／
９
３
４
万
２
０
０
０
円
／
秋
田
土
建

㈱
▼
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
源
泉
受
水
槽
更
新

工
事
／
１
７
２
８
万
円
／
大
館
桂
工
業
㈱

北
秋
田
営
業
所
▼
外
側
線
設
置
工
事（
市

道
李
岱
芹
沢
線
ほ
か
９
路
線
）／
６
５
８

万
８
０
０
０
円
／
平
野
塗
装
工
業
㈱

市
税
の
夜
間
相
談
窓
口

　
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
の
納
付
が
困
難

で
、日
中
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め

に
夜
間
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
７
月
20
日（
木
）、７
月
25
日（
火
）

時
間　
20
時
ま
で

場
所　
北
秋
田
市
役
所
分
庁
舎（
税
務
課
）

税
務
課
収
納
係　
☎
62
‐
１
１
１
５

問

北秋田市民病院北秋田市民病院
休診日、受付時間等の変更のお知らせ

～７月の休診日～

　 ▽精神科＝27日（木）

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.03
0.05
0.04
0.03
0.03
0.04

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（６月12日測定）空間線量調査（６月12日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

69‐7311
62‐7001
62‐1400
72‐4501
78‐3161
62‐1155
62‐1146
63‐2700
62‐7001
63‐0515
69‐5300
82‐2351
60‐1055
62‐7001
62‐7001
62‐7001
62‐7001
72‐4501
62‐1101
69‐7311
62‐1400
63‐0515
62‐1146
63‐2700
62‐2261
82‐2351
69‐5300
62‐1155
60‐1055
62‐7001
62‐1101

児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
まるや耳鼻科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
近 藤 医 院
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
毛利整形外科クリニック
阿 仁 診 療 所
う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
米 内 沢 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
児玉内科クリニック
まるや耳鼻科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
津 谷 内 科
阿 仁 診 療 所
毛利整形外科クリニック
近 藤 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
盛 岡 外 科 医 院

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

　対象となるのは応急の診察を要する方です。
年齢・病気の病状にかかわらず事前に当番医へ
電話でご相談ください。
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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浦

田

浦

田

大

渕

巻

渕

惣

内

新

町

水

無

水

無

下
新
町

下
新
町

下
新
町

荒

瀬

萱

草

根

子

幸
屋
渡

戸
鳥
内

　
　
の
納
期
限

税

７
月
31
日

固
定
資
産
税
第
２
期

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

慶
弔
だ
よ
り
５
月
16
日
〜
６
月
15
日
届
出
分

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
　
祝
福
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

芳

賀

祐

紀

長

岐

賢

正

飯

野

翔

太

水

戸

知

史

石

川

美

優

後
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（（（（
浜辺の歌音楽館 臨時休館浜辺の歌音楽館 臨時休館

問　 生涯学習課文化係 ☎62‐6618

総人口　33,144人（59人減）【156人】
男　　15,494人（33人減）【 12人】
女　　17,650人（26人減）【144人】
　　　　出生  9人　　転入　40人
　　　　死亡 64人　　転出　44人
世帯数 14,191世帯（17世帯減）【151世帯】

人口と世帯数
※５月31日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

　冷暖房器入替工事のため、下記
の期間臨時休館いたします。

　　　　《臨時休館期間》
　 ７月３日（月）～14日（金）
　皆様にはご迷惑をお掛けします
が、ご理解くださいますようお願
いいたします。
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日時７月８日（土）
雨天順延（翌日開催）

米代川河川緑地会場

日時７月８日（土）
雨天順延（翌日開催）

米代川河川緑地会場

ドローンの使用・持ち込みは禁止です！ドローンの使用・持ち込みは禁止です！

　　 米代川花火大会実行委員会 62‐1851

オープニングセレモニー

「バターもちのうた♪」

　　　　　でミュージックケア

一緒に体を動かそう
バター餅のふるまい

～秋田北鷹高校家庭クラブ～

11：00～

11：20～

７月22日（土）
北秋田市交流センター講堂

日時日時

場所場所
遊びに

 きてね
♪遊びに

 きてね
♪

くまくま園リニューアル

　３周年記念イベント

くまくま園リニューアル

　３周年記念イベント
▽子熊とのふれあい　 ▽子熊名前発表

▽ヒグマ放飼場探検＆エサ隠し

▽ヒグマへスイカのプレゼント

▽クイズラリー（全問正解者に景品プレゼント！）

８月もイベントが目白押し！詳細は市ホームペー
ジとくまくま園フェイスブックをご覧ください。

主なイベント内容主なイベント内容

イベント期間は
８月 20日まで！

くまくま園 ☎84‐2626
商工観光課観光振興係 ☎72‐5243

７月23日 (日)７月23日 (日)

問
問

日時日時

場所場所 くまくま園くまくま園

９時～ 16 時９時～ 16 時

米代川花火大会米代川花火大会第26回第26回

   19時 30分 打ち上げ開始   19時 30分 打ち上げ開始

11：05～

日時　　７月22日（土）
　　13時　開始
　　エフエム秋田公開録音（トーク＆ミニライブ）

　　北秋田市交流センター講堂

　　７月22日（土）
　　13時　開始
　　エフエム秋田公開録音（トーク＆ミニライブ）

　　北秋田市交流センター講堂場所

商工観光課観光振興係 ☎72‐5243問

フジテレビ系月９ドラマ「ラヴソング」
宍戸春乃役
代表曲「恋の中」（月９劇中歌）、「絶対」

フジテレビ系月９ドラマ「ラヴソング」
宍戸春乃役
代表曲「恋の中」（月９劇中歌）、「絶対」

野外イベント（駐車場）

北秋田市ご当地グルメ＆パフォーマー

マッキーほか７組　大集合！！

10：00～

　

・よしもと芸人ちぇす と　　　　 ・SAMURAI APARTMENT

　ミス餅っこのトークショー　　　大間ジロー

・商工会女性部よさこい                ( プロデュース＆ＭＣ)

・漫才（よしもと芸人ちぇす）

　

・よしもと芸人ちぇす と　　　　 ・SAMURAI APARTMENT

　ミス餅っこのトークショー　　　大間ジロー

・商工会女性部よさこい                ( プロデュース＆ＭＣ)

・漫才（よしもと芸人ちぇす）

「北あきたバター餅の日」
 ５周年 記念イベント
「北あきたバター餅の日」
 ５周年 記念イベント

エフエム秋田公開録音エフエム秋田公開録音

新山詩織新山詩織 スペシャルライブスペシャルライブ
in 北秋田in 北秋田

入場無料・見学自由入場無料・見学自由

 【アトラクション1部】　　　　 【アトラクション２部】

 18:15 ～ 19:15　　　　　　20:00頃　

 【アトラクション1部】　　　　 【アトラクション２部】

 18:15 ～ 19:15　　　　　　20:00頃　

♪♪♪♪♪♪


